
　県内の民俗芸能団体が、それぞれの地域に伝わる民俗芸能の実演発表を行います。
　わかりやすい解説とともに、伝統を受け継ぎ、後世に伝える団体の熱演を観て、岡山県の民
俗芸能に対する理解と関心を深めてみませんか。
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正
木
さ
ん
の
作
品
は
、
岡
山
県
児
童
生
徒
絵
画
展
で
県
教
育
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
小

学
校
の
６
年
間
、
い
つ
で
も
前
向
き
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
彼
女
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
ラ
ン

ド
セ
ル
を
細
部
ま
で
描
き
込
み
、
色
鮮
や
か
に
表
現
し
ま
し
た
。
赤
野
さ
ん
の
作
品
は
、
一

版
多
色
刷
り
版
画
に
初
挑
戦
し
た
も
の
で
す
。
納
得
い
く
ま
で
繰
り
返
し
色
を
刷
り
、
粘
り

強
く
取
り
組
み
ま
し
た
。
柄
を
カ
ラ
フ
ル
に
着
色
し
、
迫
力
が
あ
り
な
が
ら
も
ど
こ
か
可
愛

ら
し
い
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
図
画
工
作
科
担
当
　
藤
野 

麻
未
︶

短
評

■県教委だより32

1 ■標点
「対話型鑑賞」の可能性

県教育庁教育次長　藤原 いずみ

■随想　浅口市立鴨方西小学校 　植田 浩康／井原市立青野小学校　大塚 理恵／赤磐市教育委員会　大坂 敬介21
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16
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17
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24
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２
年
生
の
国
語
の
授
業
で
「
青
春
」
を
テ
ー
マ
に
短
歌
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
等

身
大
の
「
青
春
」
が
瑞
々
し
く
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
揺
ら
ぎ
が
鮮
や
か
に
映
し
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
31
文
字
に
込
め
ら
れ
た
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
。
今
こ
の
瞬
間
に
し
か
詠
め

な
い
、
き
ら
め
く
感
性
と
明
日
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

︵
国
語
科
　
井
上 

あ
ゆ
美
・
土
井 

織
江
︶

短
評

「
青
春
」
短
歌

津
山
市
立
津
山
東
中
学
校
　
２
年
生

大
好
き
よ
私
の
青
春
ゆ
ず
ら
な
い

絶
対
な
り
た
い
あ
な
た
の
助
手
席

エ
ー
ス
だ
と
期
待
の
中
で
コ
ー
ト
立
つ

一
年
前
よ
り
高
く
跳
べ
る

も
う
一
度
取
り
戻
し
た
い
春
の
日
の

君
へ
の
思
い
開
く
よ
う
願
う

瞬
き
を
す
る
と
同
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

こ
の
思
い
出
は
数
え
切
れ
な
い

放
課
後
に
く
だ
ら
な
い
こ
と
言
い
合
っ
て

笑
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
時
間

最
終
日
期
限
ギ
リ
ギ
リ
現
在
は

深
夜
三
時
に
涙
の
嵐

大
好
き
よ
私
の
青
春
ゆ
ず
ら
な
い

絶
対
な
り
た
い
あ
な
た
の
助
手
席

エ
ー
ス
だ
と
期
待
の
中
で
コ
ー
ト
立
つ

一
年
前
よ
り
高
く
跳
べ
る

も
う
一
度
取
り
戻
し
た
い
春
の
日
の

君
へ
の
思
い
開
く
よ
う
願
う

瞬
き
を
す
る
と
同
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

こ
の
思
い
出
は
数
え
切
れ
な
い

放
課
後
に
く
だ
ら
な
い
こ
と
言
い
合
っ
て

笑
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
時
間

最
終
日
期
限
ギ
リ
ギ
リ
現
在
は

深
夜
三
時
に
涙
の
嵐

や
ま
も
と
　
　
あ
ん

に
し
　

お
　

　
　
こ
う
　

た
　

ろ
う

　

す
　
え
　

　
　
と
も
　

や

ま
つ
　

だ
　

　
　
　

な
　
な
　
か

ま
つ
お
か
　
　
　

と
　
な

ま
る
お
う
　
　
り
く

山
本
　
杏

西
尾
　
晃
太
朗

須
江
　
巴
哉

松
田
　
奈
々
花

松
岡
　
十
菜

丸
王
　
陸

まさ　　　き　　　あや　　　ね

正　木　彩　愛
あか　　　の　　　あつ　　　と

赤　野　篤　翔

令和７年度６年生 令和７年度５年生

「６年間の思い出」 「ホワイトタイガー」

「思いをかたちに」
総社市立秦小学校
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標
点
標
点

「
対
話
型
鑑
賞
」の
可
能
性県

教
育
庁
教
育
次
長

　藤
原 

い
ず
み

01 教育時報　令和8年9月号

も
と
も
と
美
術
鑑
賞
が
好
き
で
美
術
館
な
ど

に
行
く
こ
と
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、「
対
話
型
鑑

賞
」と
い
う
鑑
賞
方
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
は

っ
き
り
認
識
し
た
の
は
、令
和
３
年
に
文
化
振
興

課
に
着
任
し
た
後
で
し
た
。

「
対
話
型
鑑
賞
」と
は
、作
品
の
専
門
知
識
に
頼

る
こ
と
な
く
、参
加
者
同
士
が
、感
じ
た
こ
と
や
考

え
た
こ
と
そ
の
ま
ま
を
言
葉
に
し
、グ
ル
ー
プ
で

対
話
し
な
が
ら
、作
品
の
見
方
を
深
め
て
い
く
美

術
鑑
賞
法
で
す
。県
内
で
も
、大
原
美
術
館
や
県

立
美
術
館
な
ど
で
す
で
に
長
年
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
、福
武
教
育
文
化
振
興
財
団
の
事
業

「
ハ
ロ
ー
！
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
小
学
校
を
対
象
に

広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
り
、そ
の

様
子
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、実
際
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、あ

る
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
対
話
型
鑑
賞
の
様
子

を
見
た
時
で
す
。大
き
く
斧
を
振
り
上
げ
た
木
こ

り
の
絵
の
前
で
、最
初
は
モ
ジ
モ
ジ
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
が
、「
季
節
は
冬
だ
と
思
う
。地
面
が
白

い
の
は
雪
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」「
空
に
浮
か
ん
で
い

る
青
い
雲
が
面
白
い
。」な
ど
次
々
と
発
言
を
し
て

い
く（
女
の
子
の
方
が
積
極
的
で
す
）様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
、そ
の
自
由
な
視
点
と
瑞
々
し
い
感

性
に
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、対
話
型
鑑
賞
と
い

う
芸
術
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
に
何
か
キ

ラ
リ
と
光
る
可
能
性
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

脳
科
学
者
の
中
野
信
子
氏
は
著
書
※

の
中
で
、

「
ア
ー
ト
に
た
く
さ
ん
ふ
れ
て
い
る
と
、自
分
の

見
方
が
、ご
く
限
ら
れ
た
一
面
的
な
見
方
か
も

し
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
く
知
能
が
そ
だ
っ
て
」い

く
、ま
た「
自
分
が『
な
に
を
感
じ
た
の
か
』を
言

葉
に
し
て
共
有
し
合
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、

（
略
）柔
軟
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

覚
え
た
知
識
を
つ
な
げ
る
力
が
み
が
か
れ
た
り
す

る
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

今
後
、こ
の
対
話
型
鑑
賞
が
岡
山
で
進
化
・
発
展

し
、様
々
な
場
面
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
芸
術
を
楽

し
ん
だ
り
味
わ
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
、さ

ら
に
は
多
面
的
な
視
点
や
柔
軟
な
発
想
が
身
に
つ

く
こ
と
で
、ワ
ク
ワ
ク
や
発
見
に
満
ち
た
人
生
を

送
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
あ
、と
密
か
に

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

※
中
野
信
子
『
中
野
信
子
の
こ
ど
も
ア
ー
ト
脳
科
学
「
わ
か

ら
な
い
」
を
楽
し
む
高
Ｉ
Ｑ
脳
の
そ
だ
て
方
』（
フ
レ
ー

ベ
ル
館
、
２
０
２
３
年
）
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読書バリアフリーについて

巻頭論文

誰もが読書に親しめる環境づくり
を目指して

～読書バリアフリーの理論と実践～

１　
「
読
書
離
れ
」
の
背
景
に
あ
る

読
み
づ
ら
さ

み
な
さ
ん
は
、
普
段
、
読
書
に
親
し

ん
で
い
ま
す
か
。
文
化
庁
の
「
令
和
５

年
度
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結

果
に
よ
る
と
、
16
歳
以
上
の
実
に
62
・

６
％
が
「
不
読
」（
１
か
月
に
１
冊
も

読
書
し
な
い
状
態
）
だ
っ
た
の
で
す
。

令
和
５
年
度
に
全
国
学
校
図
書
館
協
議

会
が
行
っ
た「
第
68
回
学
校
読
書
調
査
」

の
結
果
で
は
、
小
学
生
（
４
～
６
年

生
）
の
「
不
読
」
率
は
７
・
０
％
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
以
上
に
大
人

の
「
読
書
離
れ
」
が
深
刻
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
読
む
量
が
減
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。「
令
和
５
年
度
国
語
に
関

す
る
世
論
調
査
」
で
は
、
こ
の
点
も
調

べ
て
い
ま
す
。
最
も
多
か
っ
た
回
答
は

ス
マ
ホ
な
ど
の
「
情
報
機
器
で
時
間
が

取
ら
れ
る
」（
43
・
６
％
）、
次
い
で
多

か
っ
た
回
答
が
「
仕
事
や
勉
強
が
忙
し

く
て
読
む
時
間
が
な
い
」（
38
・
９
％
）

で
し
た
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
３
番
目

に
多
か
っ
た
回
答
で
す
。
そ
れ
は
「
視

力
な
ど
健
康
上
の
理
由
」（
31
・
２
％
）

で
し
た
。
つ
ま
り
、
読
み
づ
ら
い
た
め

に
、
読
書
に
親
し
め
な
い
人
が
３
割
も

い
る
の
で
す
。
こ
の
割
合
は
年
齢
と
と

も
に
上
昇
し
、
60
歳
代
で
は
41
・
９
％
、

70
歳
以
上
で
は
56
・
９
％
に
の
ぼ
り
ま

す
。令

和
７
年
度
の
日
本
の
高
齢
化
率

は
29
・
４
％
で
、
世
界
最
高
水
準
で

す
。
岡
山
県
内
で
も
市
町
村
に
よ
っ
て

は
、
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
今
後
、
高
齢
化
率
は
さ
ら
に
上

昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。「
超

高
齢
社
会
」
の
現
代
に
あ
っ
て
、
読
み

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
も
、
そ
う
で
な
い

人
も
、
誰
も
が
読
書
に
親
し
め
る
環
境

づ
く
り
が
喫
緊
の
実
践
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

筑波大学大学院博士課程修了、博士（図書館情報学）。2006年４月に専修
大学文学部専任講師となる。その後、准教授、教授を経て、2026年４月
から青山学院大学コミュニティ人間科学部教授。現在、放送大学客員教
授、公益社団法人全国学校図書館協議会理事長、文部科学省・厚生労働省
視覚障害者等の読書環境の整備の推進に係る関係者協議会委員、千代田区
図書館協議会会長、横浜市社会教育委員なども務める。主な著書に『学校
の「読書バリアフリー」はじめの一歩：学校図書館10の事例』（学事出版、
2024年）、『誰ひとり取り残さない図書館サービス：多様なニーズに寄りそ
う８つの事例』（三和書籍、2025年）などがある。

青山学院大学教授

野
の

　口
ぐち

　武
たけ

　悟
のり

特 集



教育時報　令和8年9月号03

読書バリアフリーについて特 集

２　

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
の
登

場
と
進
展

読
み
づ
ら
さ
は
、
高
齢
者
だ
け
が
感

じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
も
切

実
な
の
は
、
視
覚
障
害
な
ど
の
障
害
者

で
す
。
当
然
な
が
ら
、
大
人
に
限
っ
た

こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
で
は
、

特
別
支
援
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
に

読
み
づ
ら
さ
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
さ
れ
ま
す
（
図
１
）。
ま
た
、
読
み

づ
ら
さ
は
、
視
力
や
視
野
と
い
っ
た
視

覚
的
な
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、

本
の
ペ
ー
ジ
が
め
く
り
づ
ら
い
な
ど
の

身
体
的
な
要
因
な
ど
か
ら
も
生
じ
ま
す
。

令
和
元
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た「
視

覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
読
書
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
）
で
は
、
こ
う
し
た
状

態
に
あ
る
人
を
「
視
覚
障
害
者
等
」
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
視

覚
障
害
、
発
達
障
害
、
肢
体
不
自
由
そ

の
他
の
障
害
に
よ
り
、
書
籍
（
雑
誌
、

新
聞
そ
の
他
の
刊
行
物
を
含
む
）
に
つ

い
て
、
視
覚
に
よ
る
表
現
の
認
識
が
困

難
な
者
」（
第
２
条
第
１
項
）
の
こ
と

で
す
。
こ
こ
で
い
う
視
覚
障
害
者
等
は
、

い
わ
ゆ
る
「
障
害
者
手
帳
」
を
所
持
す

る
人
に
限
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
心
身
の
状
態
に
あ
る
人

で
あ
っ
て
も
、
よ
り
豊
か
に
生
き
て
い

く
た
め
に
読
書
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
重
要
な
こ
と
が
、
読
書
を
あ

き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
環
境
（
＝
読
書

に
バ
リ
ア
の
あ
る
環
境
）
を
改
善
す
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
取
組
は
、

地
域
の
公
共
図
書
館
や
点
字
図
書
館
だ

け
で
な
く
、
学
校
図
書
館
、
大
学
図
書

館
、
さ
ら
に
は
出
版
社
や
書
店
で
も
必

要
で
す
。

視
覚
障
害
者
等
が
読
め
る
形
式
の
本

（
例
え
ば
、
点
字
図
書
、
拡
大
文
字
図
書
、

音
声
図
書
な
ど
）
を
入
手
で
き
る
割
合

が
低
い
こ
と
を
「
本
の
飢
餓
」
と
い
い

ま
す
。
そ
の
割
合
は
、
日
本
を
含
む
先

（内閣府『令和８年版障害者白書』図表 3-4）
図 1　義務教育段階における特別支援教育の現状
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進
諸
国
で
も
出
版
物
全
体
の
７
～
８
％

程
度
と
さ
れ
、
国
際
的
に
本
の
飢
餓
へ

の
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
際
的
な
動
向
や
、
視

覚
障
害
者
等
の
当
事
者
団
体
に
よ
る
長

年
の
地
道
な
働
き
か
け
な
ど
が
あ
っ

て
、「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全

て
の
国
民
が
等
し
く
読
書
を
通
じ
て
文

字
・
活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
」（
第
１
条
）
を
目
的
と
し
た
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、
基
本

理
念
、
国
の
責
務
、
地
方
公
共
団
体
の

責
務
、
基
本
的
施
策
な
ど
を
規
定
し
て

い
ま
す
。
基
本
的
施
策
と
し
て
は
、「
視

覚
障
害
者
等
に
よ
る
図
書
館
の
利
用

に
係
る
体
制
の
整
備
等
」
や
「
人
材
の

育
成
等
」
な
ど
９
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
大
き
な
特
徴
は
、
図
書
館

だ
け
で
な
く
、
出
版
社
や
書
店
に
よ
る

取
組
を
促
し
て
い
る
点
で
す
。
つ
ま
り
、

３　

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
主
な
実

践読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み

は
、
地
域
の
公
共
図
書
館
に
あ
っ
て
は

「
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
」（
図
書
館
利
用
に

視
覚
障
害
者
等
が
読
め
る
形
式
の
本
の

「
買
う
」
と
「
借
り
る
」
の
両
方
の
充

実
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
基
本
的
施
策
の
実
現
に
向

け
て
、
国
に
は
「
視
覚
障
害
者
等
の
読

書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
」（
以
下
、
推
進
基
本
計
画
）

の
策
定
を
義
務
、
地
方
公
共
団
体
に
は

「
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備

の
推
進
に
関
す
る
計
画
」（
以
下
、
推

進
計
画
）
の
策
定
を
努
力
義
務
と
し
て

い
ま
す
（
表
）。

国
は
、
推
進
基
本
計
画
を
令
和
２
年

に
策
定
し
、
令
和
７
年
に
は
第
二
期
に

移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
岡

山
県
も
、
令
和
４
年
に
推
進
計
画
を
策

定
し
、
令
和
８
年
に
第
２
期
の
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
）
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
実
践
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
日
本
図
書
館
協
会
が
令
和
５
年
に

作
成
し
た
「
図
書
館
利
用
に
障
害
の
あ

る
人
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
）評
価
シ
ー
ト（
公
共
図
書
館
編
）」

で
は
、
取
組
内
容
と
し
て
、
大
き
く
15

項
目
挙
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
職
員
体
制
、
②
予

算
、
③
職
員
の
研
修
、
④
指
定
・
届
け

出
・
会
員
登
録
、⑤
利
用
登
録
、⑥
設
備
・

サ
イ
ン
（
館
内
表
示
）、
⑦
読
書
支
援
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
機

器
、
⑧
所
蔵
資
料
、
⑨
資
料
製
作
、
⑩

実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、
⑪
Ｐ
Ｒ
・

利
用
案
内
・
目
録
、
⑫
催
し
物
・
集
会

活
動
、
⑬
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る

図
書
館
協
力
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
⑭

都
道
府
県
立
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
市
区
町
村
支
援
、
⑮
公
共

図
書
館
相
互
な
ら
び
に
他
館
種
、
他
機

関
と
の
連
携
、
で
す
。
こ
れ
ら
の
項
目

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
読
書
バ
リ

文部科学省「令和7年度視覚障害者等の読書環境の
整備の推進に関する計画策定状況」より作成

表 地方公共団体における推進計画の策定状況

策定済 策定作業中・
検討中 予定なし

都道府県 42/47
（89.4％）

5/47
（10.6％）

0/47
（0％）

政令指定市 9/20
（45％）

8/20
（40％）

3/20
（15％）

中核市 20/62
（32.3％）

9/62
（14.5％）

33/62
（53.2％）
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ア
フ
リ
ー
の
取
組
に
は
、
利
用
者
に
直

接
サ
ー
ビ
ス
す
る
だ
け
で
な
く
、
体
制

づ
く
り
や
環
境
整
備
が
欠
か
せ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
公
共

さ
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
書
店
で

見
か
け
る
こ
と
は
ま
だ
稀
で
す
。
書
店

で
も
、
こ
う
し
た
本
の
コ
ー
ナ
ー
づ
く

り
な
ど
が
望
ま
れ
ま
す
。

４　

市
町
村
も
推
進
計
画
策
定
を

国
と
県
が
推
進
計
画
を
策
定
し
た
こ

と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
す
。
地

域
の
実
情
や
そ
こ
に
住
む
視
覚
障
害
者

等
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
た
読
書
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
町

村
に
お
い
て
も
推
進
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
組
は
、
図

書
館
や
学
校
等
に
よ
っ
て
ま
だ
温
度
差

が
大
き
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
温

度
差
を
埋
め
、
地
域
全
体
と
し
て
取
り

組
み
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
に
、
推
進

計
画
の
策
定
が
有
効
で
す
。

国
に
は
、
関
係
省
庁
、
図
書
館
や

出
版
の
関
係
団
体
、
当
事
者
団
体
と
い

図
書
館
に
限
ら
ず
、
学
校
図
書
館
や
大

学
図
書
館
な
ど
に
あ
っ
て
も
同
様
で
す
。

も
う
少
し
詳
し
く
、
⑧
所
蔵
資
料

の
項
目
を
例
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ

の
項
目
で
は
、
全

部
で
17
種
類
の
視

覚
障
害
者
等
が
読

め
る
形
式
の
本
を

列
挙
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
種
類
と

全
国
の
公
共
図
書

館
に
お
け
る
所
蔵

状
況
を
図
２
に
示

し
ま
し
た
。

「
大
活
字
本
」

「
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
」

「
点
字
付
き
絵
本
」

と
い
っ
た
出
版
社

に
よ
っ
て
出
版
さ

れ
、
市
販
さ
れ
て

い
る
本
の
所
蔵
率

が
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
市
販

っ
た
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
わ
る
関

係
機
関
・
団
体
の
代
表
が
会
す
る
「
視

覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推

進
に
係
る
関
係
者
協
議
会
」
が
常
設
さ

れ
、
年
に
数
回
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
町
村
に
お
い
て
も
、
同
様
の
会

議
体
を
設
け
る
こ
と
で
、
読
書
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
取
り
組
み
を
共
創
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
取
組
の

広
が
り
と
持
続
可
能
性
を
高
め
る
う
え

で
重
要
で
す
。

推
進
計
画
の
策
定
や
協
議
の
場
づ
く

り
を
通
し
て
、
県
内
の
全
て
の
市
町
村

に
お
い
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
読
書
バ

リ
ア
フ
リ
ー
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

電子書籍

字幕・手話入り映像資料

布の絵本

さわる絵本

点字つき絵本

LLブック

大活字本

テキストデータ

テキストDAISY

マルチメディアDAISY

音声DAISY

録音資料（カセットテープ）

点字データ

点字資料（冊子）

都道府県立図書館 市区町村立図書館

（全国公共図書館協議会『2021 年度（令和 3 年度）公立図書館における
読書バリアフリーに関する実態調査報告書』表 2.1 をもとに作成）

図２　全国の公共図書館における所蔵状況
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１　

は
じ
め
に

岡
山
県
で
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
読
書
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
読
書

環
境
の
充
実
と
支
援
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施

し
て
き
た
第
１
期
計
画
に
基
づ
い
た
取

組
を
継
承
し
、
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る
た

め
、「
第
２
期
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
教
育
、
福
祉
分
野
が
相

互
に
連
携
し
、
行
政
と
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
着
実
に
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
共
通
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

２　

計
画
の
概
要

（
１
）
策
定
の
趣
旨
と
背
景

本
計
画
の
策
定
の
背
景
に
は
、
近
年

の
法
整
備
の
進
展
と
、
読
書
環
境
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「
読
書
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
」
が
施
行
さ
れ
、
視
覚

障
害
だ
け
で
は
な
く
、
発
達
障
害
や
肢

体
不
自
由
等
、
様
々
な
理
由
で
「
視
覚

に
よ
る
読
書
」
が
困
難
な
人
へ
の
支
援

が
法
的
・
社
会
的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画

の
策
定
が
望
ま
れ
て
お
り
、
本
県
で
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ

ー
計
画
」
を
令
和
３
年
度
に
策
定
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
令
和
４
年
５
月
に
は
「
障

害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
」、
令

和
６
年
４
月
に
は
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
民
間
企

業
で
も
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化

さ
れ
る
な
ど
、
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ

ィ
（
誰
で
も
必
要
な
情
報
に
簡
単
に
た

ど
り
つ
け
、
利
用
で
き
る
こ
と
）
へ
の

社
会
全
体
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
や
音
声
合
成
技
術

の
向
上
、
音
声
読
み
上
げ
に
対
応
し
た

電
子
書
籍
の
普
及
等
、
近
年
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
読
書
の
あ
り

方
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
鑑
み
、
本
県
で

は「
第
２
期
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
」

を
令
和
８
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

（
２
）
計
画
期
間

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
す
。

（
３
）
計
画
の
対
象

障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
読
書
に

困
難
を
感
じ
る
人
を
対
象
と
し
、
本
計

画
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
を
「
視
覚
障
害

等
の
あ
る
人
」
と
し
て
い
ま
す
。

・
視
覚
障
害
（
盲
、
弱
視
、
盲
ろ
う

等
）

・
文
字
を
読
む
こ
と
に
困
難
が
あ
る
発

達
障
害
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
※
１
）

等
）

・
寝
た
き
り
や
肢
体
不
自
由
等
に
よ
り
、

書
籍
を
持
つ
こ
と
等
が
難
し
い

・
眼
球
の
使
用
が
困
難
で
あ
る

※
１　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア

：

学
習
障
害
の
う
ち

の
一
つ
。
全
般
的
な
知
的
発
達
に
遅
れ
は

な
い
が
、
文
字
の
読
み
書
き
に
限
定
し
た

困
難
が
あ
る
。

３　

本
県
の
現
状
と
課
題

本
県
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
人
の
う
ち
、
障
害
の
区
分
が

「
視
覚
」
に
該
当
す
る
人
は
４
２
７
０

人
、「
肢
体
不
自
由
」
に
該
当
す
る
人

は
３
万
１
５
５
４
人
で
す
（
令
和
６

年
度
時
点
）。
障
害
を
理
由
に
特
別
支

援
学
級
に
通
う
県
内
の
児
童
生
徒
は

７
８
５
０
人
、
県
内
の
特
別
支
援
学

校
に
在
籍
す
る
幼
児
・
児
童
生
徒
は

２
３
５
８
人
で
す
（
令
和
７
年
度
岡
山

県
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
）。
通
常
の

学
級
に
お
い
て
も
、
学
習
障
害
を
理
由

に
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
人
に
限
ら
ず
、

説 　 　 明

第２期読書バリアフリー
計画
～すべての人に読書の喜びを～

■ 県教育庁生涯学習課
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病
気
や
高
齢
等
の
様
々
な
理
由
で
読
書

に
困
難
を
感
じ
て
い
る
人
の
数
は
、
さ

ら
に
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
県
立
図

書
館
の
障
害
者
等
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用

登
録
者
は
１
４
１
８
人
、
県
視
覚
障
害

者
セ
ン
タ
ー
の
利
用
登
録
者
は
６
４
１

人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
令
和
６
年

度
時
点
）。
読
書
が
困
難
で
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
人
数
と
比
べ
る
と
、
必
要
な

支
援
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。潜

在
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の

効
果
的
な
情
報
発
信
に
加
え
、
図
書
館

等
の
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
や
、
身
近
な
地

域
（
市
町
村
）
で
の
支
援
体
制
の
さ
ら

な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４　

施
策
の
方
向
性

（
１
）
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
書
籍
等
の
充

実
と
製
作
人
材
の
養
成

障
害
の
種
類
や
程
度
は
様
々
で
あ
り
、

最
適
な
読
書
の
媒
体
や
利
用
方
法
は

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
資
料
１
）。

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
読
書
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
書

籍
等
（
視
覚
障
害
等
の
あ
る
人
が
利
用

し
や
す
い
書
籍
等
）
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
製
作
を
支
え
る
専

※２　ＬＬブック
　読むことが困難な人のために、やさしい言葉で分かりやすく読みや
すい形で書かれた本。ピクトグラム（絵記号）や写真・図を使っている。
　「ＬＬ」とは、スウェーデン語の「LättLäst（分かりやすく読みやす
い）」の略。

※３　デイジー図書
　活字による読書が困難な人のためのデジタル録音図書の国際規格。
目次から読みたい章やページに飛ぶことができる。専用の再生機器や
再生ソフトがインストールされたパソコン等を使って利用する。
　音声デイジー、マルチメディアデイジー、テキストデイジーがある。

「デイジー（DAISY）」とは、「Digital Accessible Information System
（アクセシブルな情報システム）」の略。

マルチメディアデイジー
文字や画像が音声と連動している。読み上げ部分がハイライト表示さ
れるため、どこを読んでいるかがわかりやすい。読み手の状況に応じ、
文字の大きさや色、背景の色、音声の再生速度等を調整できる。

「化身した観音さま」　わいわい文庫 2024　ver.BLUE
協力：市立小諸図書館　　製作：（公財）伊藤忠記財団

点字図書 電子書籍 （読み上げ対応のもの）

大活字本・拡大写本 （拡大図書） オーディオブック

さわる絵本・布の絵本 テキストデータ

ＬＬブック （※２） 拡大読書器等の読書支援機器

音訳図書（録音図書） 読書支援アプリ

デイジー図書 （※３） 対面朗読サービス

資料１　視覚障害等のある人が利用できる読書手段の例
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門
的
な
人
材
の
養
成
に
取
り
組
み
、
継

続
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。主

な
取
組

●
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
書
籍
等
の
量
的
拡

充
と
質
の
向
上

県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
音
訳
図

書
（
録
音
図
書
）、
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
、
大

活
字
本
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
等
を
継
続
し

て
収
集
す
る
と
と
も
に
、
サ
ピ
エ
図
書

館
（
※
４
）
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

来
館
せ
ず
に
利
用
が
で
き
、
文
字
の
拡

大
や
音
声
読
み
上
げ
機
能
を
も
つ
電
子

書
籍
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
現
在
、
導

入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

県
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

点
字
図
書
や
音
訳
図
書
等
を
製
作
し
、

そ
の
資
料
デ
ー
タ
を
サ
ピ
エ
図
書
館
へ

提
供
す
る
こ
と
で
、
全
国
的
な
共
有
と

利
活
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

※
４　

サ
ピ
エ
図
書
館

：

視
覚
障
害
等
が
あ
る

人
に
対
し
、
点
字
図
書
、
録
音
図
書
、
目

と
耳
で
読
め
る
電
子
書
籍
の
デ
ー
タ
を
無

料
で
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
図

書
館
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

専
用
機
器
で
資
料
の
読
み
聞
き
が
で
き
る

ほ
か
、
資
料
の
貸
出
を
依
頼
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

●
製
作
人
材
の
養
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

点
字
・
音
訳
図
書
等
の
製
作
に
は
高

度
な
技
術
が
必
要
で
、
習
得
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
製
作
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

人
材
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

県
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
養
成
研
修
や
継
続

的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
を

実
施
し
、
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
読
書
を
支
援
す
る
環
境
の
充
実

資
料
を
円
滑
に
利
用
す
る
た
め
の
設

備
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、
視
覚
障
害
等
の
あ

る
人
が
読
書
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

主
な
取
組

●
県
立
図
書
館
の
設
備
等
の
充
実

県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
点
字
や
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
（
絵
記
号
）
を
用
い
た
分

か
り
や
す
い
案
内
表
示
を
は
じ
め
、
拡

大
読
書
器
等
の
読
書
支
援
機
器
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス

や
資
料
の
郵
送
貸
出
サ
ー
ビ
ス
等
、
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を

継
続
し
ま
す
。

●
専
門
性
の
向
上
と
広
域
支
援
の
構
築

県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
公
共
図
書

館
や
学
校
図
書
館
の
職
員
等
を
対
象
に
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
適
切
な
支

援
方
法
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
を
実
施
し
、

利
用
者
が
身
近
な
地
域
で
支
援
を
受
け

ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
公
共
図
書
館
へ
の
巡
回
相
談

に
お
い
て
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関

す
る
市
町
村
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
ま

す
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
利
活
用
支
援

障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お

か
や
ま
と
連
携
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
読

書
支
援
ア
プ
リ
等
の
利
用
方
法
に
関
す

る
相
談
・
習
得
支
援
等
を
行
い
、
視
覚

障
害
等
の
あ
る
人
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を

有
効
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
学
校
に
お
け
る
読
書
支
援

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の

理
念
に
基
づ
き
、
視
覚
障
害
等
の
あ
る

児
童
生
徒
が
多
様
な
読
書
手
段
を
享
受

で
き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報

提
供
や
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
か

し
、
視
覚
障
害
等
の
あ
る
児
童
生
徒
が

情
報
端
末
を
読
書
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
特
別
支
援

学
校
に
お
い
て
は
、
公
共
図
書
館
等
と

連
携
し
、
情
報
端
末
を
活
用
し
た
読
書

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

（
３
）
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
発
信

県
立
図
書
館
、
県
視
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
、
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
お
か
や
ま
の
視
覚
障
害
等
の
あ
る
人

に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
や
、
サ
ピ
エ
図
書

館
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
等
の
内
容
や
利
用
方
法
を

分
か
り
や
す
く
発
信
し
、
支
援
が
必
要

な
人
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
努
め
ま
す
。

主
な
取
組

●
広
範
な
周
知
活
動

視
覚
障
害
等
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
や
支
援
者
、
教
育
・
福
祉
・

労
働
・
医
療
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
に
対
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ

い
て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
幅
広
く

周
知
を
図
り
ま
す
。

●
広
報
媒
体
の
多
角
化
と
ウ
ェ
ブ
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
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を
通
じ
た
周
知
に
加
え
、
県
立
図
書
館

で
は
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
誰

も
が
支
障
な
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
情

報
に
た
ど
り
つ
き
利
用
で
き
る
こ
と
）

に
配
慮
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
に

努
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を
活
用
し
た
分

か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
紹
介
と
体
験
機
会
の
提
供

眼
科
医
療
機
関
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
に
対
し
、
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
多

様
な
読
書
手
段
を
紹
介
し
、
県
民
が
本

サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
体
験
で
き
る
機
会

を
設
け
、
社
会
全
体
の
理
解
と
関
心
を

深
め
ま
す
。

５　

計
画
の
推
進
体
制
と
目
標
値

（
１
）
推
進
体
制
の
構
築

教
育
委
員
会
・
福
祉
部
局
の
各
関
係

課
、
県
立
図
書
館
、
県
視
覚
障
害
者
セ

ン
タ
ー
、
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
お
か
や
ま
が
連
携
し
、
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

（
２
）
目
標
指
標
に
よ
る
進
行
管
理

令
和
12
年
度
に
向
け
た
目
標
数
値
を

設
定
し
、
進
捗
を
確
認
し
ま
す
（
資
料

２
）。

６　

お
わ
り
に

読
書
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま

で
の
一
生
涯
に
わ
た
り
、
個
人
の
学
び

と
成
長
を
支
え
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
単
な
る
教
養
や
娯
楽
の
手
段
に

と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で

必
要
な
情
報
を
取
得
し
、
自
己
形
成
や

就
労
、
社
会
参
加
を
支
え
る
重
要
な
活

動
で
す
。

こ
の
読
書
の
喜
び
を
す
べ
て
の
人
が

受
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

岡
山
県
内
の
ど
こ
に
い
て
も
、
誰
も
が

自
由
に
本
を
読
み
、
学
び
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
読
書
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
２
期
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画

（
県
生
涯
学
習
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

https://w
w

w
.pref.okayam

a.jp/
page/771238.htm

l
（１）視覚障害等のある人が利用しやすい書籍等の充実及び製作に携わる人材の養成に関するもの

項　目 現況数値（R6） 目標数値（R12）※
県視覚障害者センターで点訳奉仕員、朗読奉仕員
の養成研修を受講修了した人の数
※目標数値は令和 8 年度からの累計

点訳  7 人／年度
朗読 14 人／年度

点訳  40 人
朗読  60 人

（２）読書を支援する環境の充実に関するもの
項　目 現況数値（R6） 目標数値（R12）

意思疎通支援者の県登録者数
（盲ろう者向け通訳・介助員） 75 人 90 人

障害者ＩＴサポートセンターおかやまの利用者数 736 人／年度 840 人／年度

（３）図書館サービス等の情報発信に関するもの
項　目 現況数値（R6） 目標数値（R12）

サピエ会員（個人会員）の登録者数 334 人 400 人

県立図書館障害者等サービスの登録者数 1,418 人 1,800 人

県立図書館での障害者向け資料の貸出数
（タイトル数） 5,620 ／年度 6,000 ／年度

資料２　第２期読書バリアフリー計画における目標指標



10教育時報　令和8年9月号

１　

は
じ
め
に

平
成
16
年
９
月
25
日
、
現
在
の
岡
山

県
立
図
書
館
は
開
館
し
ま
し
た
。
平
成

12
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
「
岡
山
県

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、

す
べ
て
の
利
用
者
に
と
っ
て
使
い
や

す
い
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
の

施
設
と
し
て
設
計
さ
れ
た
図
書
館
で
す
。

開
館
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
今
も
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

２　

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
組

県
立
図
書
館
で
は
、
利
用
さ
れ
る
方

に
と
っ
て
図
書
館
を
使
う
こ
と
自
体
が

障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。
道
路
か
ら
一
階
の
点
字
付
き
案
内

板
ま
で
続
く
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
段
差
の

な
い
フ
ロ
ア
や
車
い
す
と
人
が
す
れ
違

う
こ
と
の
で
き
る
書
架
間
隔
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
の
多
目
的
ト
イ
レ
、
階
段

の
手
す
り
は
高
さ
の
異
な
る
２
種
類
を

取
り
つ
け
点
字
を
施
す
な
ど
、
多
く
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
眼
鏡
や
拡
大
鏡

等
の
読
書
補
助
器
、
据
置
型
の
拡
大
読

書
器
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
用
途
に
合
わ
せ
て
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
聴
覚
が
不
自
由
な
方
に

対
し
て
は
筆
談
で
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ

ー
ナ
ー
と
し
て
、「
い
き
い
き
読
書
ひ

ろ
ば
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
文
字
の

サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
て
行
間
や
余
白
も

調
整
さ
れ
た
大
活
字
本
や
知
的
障
害
や

学
習
障
害
の
あ
る
方
が
理
解
し
や
す
い

よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
資
料
を
展
示
し
た
り
、

音
声
に
合
わ
せ
て
モ
ニ
タ
ー
に
画
像
を

表
示
す
る
、
視
覚
的
な
読
書
補
助
機
能

の
あ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
資
料
部
門

で
は
令
和
８
年
２
月
に「
り
ん
ご
の
棚
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
発
祥
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
で
、
障

害
な
ど
に
よ
り
本
を
読
む
こ
と
が
難
し

い
子
ど
も
、
そ
の
家
族
の
方
、
支
援
す

る
方
に
向
け
て
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
資
料
や
読
書
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
道
具

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
に
「
岡
山
県
視
覚
障

害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に

関
す
る
計
画
」（
岡
山
県
読
書
バ
リ
ア

フ
リ
ー
計
画
）
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
県
立
図
書
館
で
も
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
に
使
用
す
る
録
音
図
書
機
器
の
更

新
や
台
数
の
充
実
を
図
り
、
利
用
者
の

要
望
に
遅
滞
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
期
間
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
面
朗
読
を
試
行

し
、
令
和
７
年
10
月
か
ら
正
式
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
第
２

期
同
計
画
で
は
、
第
１
期
で
見
え
た
課

題
と
し
て
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
不
足
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、
県
立
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

や
サ
ピ
エ
図
書
館
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読
書
を
支

援
す
る
環
境
の
充
実
と
し
て
、
公
共
図

書
館
や
学
校
図
書
館
の
職
員
等
を
対
象

事例紹介①

岡山県立図書館の
障害者サービス

■ 岡山県立図書館

りんごの棚
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読書バリアフリーについて

と
し
た
利
用
者
支
援
に
係
る
研
修
の
実

施
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３　

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

県
立
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
は

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に
限
ら
ず
、
加

齢
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
な
ど
の
学
習
障

害
や
発
達
障
害
に
よ
っ
て
、
通
常
の
活

字
に
よ
る
読
書
が
困
難
な
方
も
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
「
視

覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」（
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
）
に
も
あ
る
と
お
り
、
こ
れ
は
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
が
読
書
に
よ
る
文
字
・
活
字
文
化

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し

た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、本
を
読
み
た
い
・

学
び
た
い
と
い
う
想
い
に
応
え
る
た
め
、

利
用
者
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
図
書

館
と
し
て
の
基
本
的
機
能
の
一
つ
で
す
。

県
立
図
書
館
で
は
、
様
々
な
障
害
者

用
資
料
を
用
意
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
録
音
図
書
の
ほ

か
、
録
音
図
書
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

提
供
し
て
い
る
サ
ピ
エ
図
書
館
に
加
入

し
、
幅
広
い
資
料
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

提
供
方
法
も
利
用
者
が
所
有
す
る
録
音

図
書
再
生
機
器
に
入
れ
る
メ
デ
ィ
ア
を

用
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
機
器
を
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
、
携
帯
型
の
録
音
図

書
再
生
機
器
を
用
意
し
て
貸
出
し
、
来

館
が
困
難
な
方
に
は
、
郵
送
で
の
貸
出

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
資
料

の
他
に
も
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ

ー
や
大
活
字
本
、
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
、
布
絵

本
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
資
料
も
提
供

し
て
い
ま
す
。

視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
や
、
活
字
に

よ
る
読
書
が
困
難
な
方
に
は
、
館
内
の

対
面
朗
読
室
で
、
希
望
の
資
料
を
代
読

す
る
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
年
間
延
べ
３
０
０
回

を
超
え
る
利
用
が
あ
り
、
当
館
に
所
属

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
対
面
朗
読
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
と
お
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

対
面
朗
読
も
実
施
し
て
お
り
、
来
館
が

困
難
な
方
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、
ご
自
宅
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
対
面
朗
読
室
に
は
、
自

動
音
訳
機
や
音
訳
ソ
フ
ト
・
音
声
読
み

上
げ
ソ
フ
ト
が
入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
も
設

置
し
て
お
り
、
障
害
者
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
町
村
立
図
書
館
が
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
の
に
必
要
な
場
合
は
、
当
館

か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
の
資
料
も
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
館
の
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
に
よ
っ
て
は
県

立
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
案
内

し
て
補
完
し
て
も
ら
う
な
ど
、
市
町
村

立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

４　

お
わ
り
に

県
立
図
書
館
に
は
毎
年
延
べ
80
万
人

が
来
館
さ
れ
、
１
１
０
万
冊
以
上
の
資

料
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
通
常
の
活
字
に
よ
る
読
書
が
困

難
な
方
の
利
用
も
あ
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
資
料
も
た
く
さ
ん
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
立
図
書
館
で
は
、
令

和
８
年
３
月
に
第
５
次
中
期
サ
ー
ビ
ス

目
標
を
策
定
し
、
５
つ
の
基
本
的
性
格

の
中
の
一
つ
の
「
県
民
に
開
か
れ
た
図

書
館
」
の
中
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
謳う
た

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
障
害
の
あ
る
方
の
読
書
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
含
ん
で
お
り
、
図
書
館

と
し
て
、
引
き
続
き
読
書
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
一
層
の
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

対面朗読サービス
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１　

は
じ
め
に

障
害
が
あ
っ
て
も
一
人
で
も
多
く

の
方
に
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
津
山
市
立
図
書

館
で
は
、
様
々
な
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
２
年
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
突
入
し
、
通
常
業
務
と
し

て
は
、
先
が
見
え
な
い
長
期
の
非
接
触

で
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
る
か
模
索
す
る
日
々
が

始
ま
り
ま
し
た
。

２　
サ
ピ
エ
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て

当
館
で
は
、
平
成
30
年
（
２
０
１
８

年
）
６
月
に
サ
ピ
エ
図
書
館
の
デ
イ
ジ

ー
図
書
貸
出
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
当
館
で
の
サ
ピ
エ
図
書
館
の

ご
登
録
者
の
方
は
14
人
で
、
貸
出
開
始

年
度
か
ら
、
昨
年
度
末
（
令
和
７
年
度

末
）
ま
で
で
合
計
１
，
８
３
１
点
の
貸

出
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

方
々
に
隅
々
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
と

は
到
底
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、

毎
年
少
し
ず
つ
、
利
用
者
を
増
や
し
て

い
ま
す
。
昨
年
に
は
、
視
覚
障
害
者
協

会
津
山
支
部
の
皆
様
が
来
館
さ
れ
、
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ

し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
機
会
に

新
し
く
登
録
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。
改

め
て
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
の
重
要
性
に
つ

い
て
感
じ
て
い
ま
す
。

３　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

令
和
５
年
６
月
に
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

に
重
要
な
２
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
設

置
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
般
書
架
の
表
紙
見
せ
で
き

る
書
架
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

１
段
目
に
は
、
サ
ピ
エ
図
書
館
、
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
チ
ラ
シ
な

ど
を
置
い
て
い
ま
す
。

２
段
目
の
棚
に
は
、
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
、

３
段
目
に
は
、
伊
藤
忠
商
事
に
毎
年
寄

贈
を
依
頼
し
て
い
る
『
わ
い
わ
い
文

庫
』
を
平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
～

現
在
ま
で
揃
え
て
い
ま
す
。
こ
の
『
わ

い
わ
い
文
庫
』
は
、
一
般
に
、『
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
』
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
の
み
の
利
用
が

許
諾
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｄ
２
枚
と
、
障
害

の
あ
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
ブ
ル
ー
レ
ー

ベ
ル
の
Ｃ
Ｄ
が
１
枚
ず
つ
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
、
文
字
の
大

き
さ
を
変
え
た
り
、
読
み
上
げ
の
速
度

を
自
由
に
変
え
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
、

色
の
反
転
も
で
き
ま
す
。
市
立
図
書
館

は
も
と
よ
り
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に

も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ

イ
ジ
ー
を
所
蔵
し
、
読
む
こ
と
に
不
自

由
を
感
じ
て
い
る
児
童
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
読
書
を
楽
し
め
る
機
会
を
増
や
し

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

４
段
目
に
は
、
大
活
字
本
の
一
部
を
、

５
段
目
に
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
を

配
架
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
目
に

触
れ
や
す
い
よ
う
図
書
館
入
口
か
ら
真

正
面
に
進
ん
で
い
た
だ
い
た
書
架
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
書
架
に
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
図
書
館
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
り
ん
ご
の
棚
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
購
入
し
た
「
大

き
な
文
字
の
青
い
鳥
文
庫
」
や
、
触
っ

事例紹介②

津山市立図書館の
障害者サービス

■ 津山市立図書館

バリアフリーコーナー
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て
楽
し
め
る
点
字
絵
本
、
子
ど
も
達
に

も
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
手

話
の
本
や
、
雑
誌
「
テ
ル
ミ
」、
優
し

く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
書
か
れ
た
Ｌ

Ｌ
ブ
ッ
ク
、
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
め
る
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
や
、

童
話
集
な
ど
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
な

ど
を
配
架
し
て
い
ま
す
。

４　

電
子
書
籍
の
導
入
に
つ
い
て

津
山
市
立
図
書
館
で
は
、
令
和
６
年

（
２
０
２
４
年
）
７
月
か
ら
、
津
山
圏

域
定
住
自
立
圏
図
書
館
相
互
利
用
事
業

で
「
つ
や
ま
エ
リ
ア
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
と
し
て
電
子
書
籍
貸
出
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
電
子
書
籍
を
借

り
て
読
む
こ
と
が
で
き
、津
山
圏
域（
津

山
市
・
鏡
野
町
・
勝
央
町
・
奈
義
町
・

久
米
南
町
・
美
咲
町
）
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
が
対
象
で
図
書
館
の
貸
出
券

が
あ
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。
文
字
拡
大

や
音
声
読
み
上
げ
機
能
な
ど
は
先
程
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
同
様
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。

貸
出
期
間
は
２
週
間
で
、
貸
出
は
３

点
ま
で
、
予
約
も
３
点
ま
で
可
能
で
す
。

こ
ち
ら
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
貸
出
期
限
の

２
週
間
が
経
過
す
る
と
自
動
的
に
返
却

さ
れ
ま
す
の
で
、
返
し
忘
れ
や
来
館
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

図
鑑
や
、
児
童
書
、
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ

セ
イ
な
ど
も
含
め
て
現
在
、
約
３
万
コ

ン
テ
ン
ツ
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
職
員
が
市
内
の
各
小
・
中
学
校
に

利
用
方
法
を
説
明
し
、
一
校
で
も
多
く

の
学
校
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
で
使

わ
れ
る
道
具
に
つ
い
て
、
窓
口
に
設
置

し
て
い
る
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま

ず
、
拡
大
鏡
（
ル
ー
ペ
）、
シ
ニ
ア
眼
鏡
、

読
書
補
助
具
と
し
て
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ト

ラ
ッ
カ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
、
筆
談
ボ
ー
ド
な
ど
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
閲
覧
席
で
の
工
夫
と

し
て
は
、
車
椅
子
で
の
利
用
が
可
能
な

席
、
拡
大
読
書
器
を
使
え
る
席
も
あ
り

ま
す
。

５　

お
わ
り
に

近
年
、
あ
ち
こ
ち
で
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
や
電
子
書
籍
な
ど
の

普
及
に
よ
り
、
読
書
に
も
新
し
い
環
境

が
整
い
始
め
て
い
ま
す
。
読
む
こ
と
に

困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
に
も
、
手
軽

に
本
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
津
山
市

立
図
書
館
と
し
て
、
そ
の
お
手
伝
い
が

少
し
で
も
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、

紙
の
本
、
電
子
書
籍
、
デ
イ
ジ
ー
図
書

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
更
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
で
す
。

ルーペリーディングトラッカーコミュニケーションボード筆談ボード拡大読書器車椅子用席

りんごの棚
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完
成
し
た
点
訳
・
音
訳
図
書
は
、
そ

れ
ぞ
れ
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
と
し
て
利
用

者
に
貸
し
出
す
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
を

サ
ピ
エ
図
書
館
に
登
録
し
、
全
国
の
視

覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
提
供
し

て
い
ま
す
。

２　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
点
訳
・
音
訳
サ

ー
ビ
ス
等

利
用
者
の
方
が
持
参
さ
れ
る
資
料
の

点
訳
・
録
音
や
対
面
で
朗
読
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

３　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
サ
ポ
ー
ト
活
動

情
報
取
得
や
読
書
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
利
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

◇
岡
山
県
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

岡
山
市
北
区
西
古
松
２
６
８
―
１

　

休
館
日　

毎
週
火
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　
　

年
末
年
始

岡
山
県
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
は

以
下
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

１　

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
と
活
動

毎
年
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
修
了
さ
れ
た
多
く
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。点

訳
図
書
の
製
作
は
、
活
字
の
資

料
や
図
書
を
パ
ソ
コ
ン
で
点
訳
し
ま
す
。

音
訳
図
書
の
製
作
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
読
み
上
げ
た
音
声
を
録
音
、
編
集
し
、

Ｃ
Ｄ
に
書
き
込
み
ま
す
。

事例紹介③

岡山県視覚障害者センター
における読書バリアフリー
の取組紹介

■ 岡山県子ども・福祉部障害福祉課
　 岡山県視覚障害者センター

て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
実
際
に

機
器
を
試
し
な
が

ら
、「
ど
の
よ
う

な
Ｉ
Ｔ
機
器
が
あ

り
、
何
が
で
き
る

の
か
」、
そ
し
て

「
自
分
や
身
近
な

人
に
ど
の
よ
う
に

役
立
つ
の
か
」
を

具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
場
と
し

て
、
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
約
七
百
名

が
訪
れ
、
そ
の
半
数
は
医
療
や
福
祉
を

学
ぶ
学
生
に
よ
る
団
体
見
学
で
、
将
来

支
援
に
関
わ
る
人
材
が
障
害
者
向
け
Ｉ

Ｔ
機
器
へ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
に

関
す
る
相
談
は
全
体
の
２
割
程
度
で
、

最
近
は
拡
大
読
書
器
の
問
い
合
わ
せ
が

増
え
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
図
書
館

や
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
専
門
機

関
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
録

音
図
書
や
対
面
朗
読
な
ど
、
文
字
を
読

む
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
も
読
書
を
続

け
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
紹
介
し
、

失
わ
れ
か
け
た
「
楽
し
み
」
を
取
り
戻

す
お
手
伝
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。
諦
め

る
前
に
、
ぜ
ひ
一
度
、
周
り
の
方
や
相

談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置
、

上
肢
障
害
向
け
入
力
装
置
、
デ
イ
ジ

ー
図
書
録
音
再
生
機
、
障
害
者
向
け
ア

プ
リ
を
体
験
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、

多
様
な
支
援
機
器
を
自
由
に
見
て
触
れ

事例紹介④

障害者IT機器展示
体験コーナーの取組

■ 障害者ITサポートセンターおかやま
団体の学生見学の様子

●障害関連の利用者数の推移（人）
区　分 R5 R6 R7

視覚障害 12 9 16
その他の障害 106 103 67

計 118 112 83
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方
に
は
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
上
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

じ
た
媒
体
（
テ
キ
ス
ト
・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
等
）

を
製
作
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

２　

点
字
図
書
館
と
し
て
の
取
組

⑴
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

⑵
点
字
図
書
・
デ
イ
ジ
ー
図
書
等
の
製

作
・
貸
出

⑶
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

⑷
対
面
朗
読
・
点
字
印
刷
等
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

⑸
再
生
機
器
な
ど
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
及
活
動
と
致
し
ま
し
て
、

⑴
近
隣
の
小
学
校
へ
の
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
教
育

⑵
近
隣
の
眼
科
と
連
携

⑶
地
元
、
福
祉
の
お
祭
り
へ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加 

上
記
の
よ
う
な
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
に
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
認
知
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
図
書
館
の
取
り
組
み
を
知

っ
た
近
隣
の
眼
科
さ
ん
か
ら
、「
徐
々

１　

は
じ
め
に

当
館
内
に
は
青
い
鳥
点
訳
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
、
製
作
さ
れ
た
点
字
図
書
を
図

書
館
で
所
蔵
し
、
貸
出
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
と
共
催
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
等
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
現
在
は
、
点
字
図
書
だ
け

で
な
く
、
音
声
デ
イ
ジ
ー
・
テ
キ
ス
ト

デ
イ
ジ
ー
の
製
作
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
ど
な
た
に
も
読

書
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
デ
ー
タ

を
サ
ピ
エ
図
書
館
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

に
視
力
が
落
ち
て
、
い
ず
れ
失
明
す
る

が
、
目
が
見
え
る
間
は
墨
字
で
読
書
を

さ
せ
て
あ
げ
た
い
患
者
（
以
後
Ａ
さ

ん
）
が
い
る
。」
と
、
本
人
の
承
諾
を

得
て
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
後
、
ご

家
族
と
一
緒
に
Ａ
さ
ん
が
来
館
さ
れ
ま

し
た
。
希
望
に
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
、
文
字
や
背
景

の
色
、
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
等
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
、
墨
字
を
読
む
こ
と
が
楽

な
の
か
、
聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
す
る
と
、
視
力
が
落
ち

て
い
く
中
、
並
行
し
て
点
字
を
読
め
る

よ
う
に
し
た
い
と
の
強
い
要
望
も
あ
り

ま
し
た
。
当
館
と
し
て
も
で
き
る
か
ぎ

り
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ａ

さ
ん
の
努
力
も
あ
っ
て
、
現
在
で
は
触

読
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

眼
科
さ
ん
と
は
、
患
者
さ
ん
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
行
動
の
あ
り

方
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
、
幅
広
く
意
識
・

情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

３　

お
わ
り
に

当
館
に
ご
相
談
に
来
ら
れ
た
方
は
、

「
図
書
館
が
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ

て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
、
一

様
に
驚
か
れ
ま
す
。
未
だ
、
図
書
館
は

本
の
貸
出
の
み
と
思
っ
て
い
る
方
が
多

く
い
ま
す
。
当
館
は
、
視
覚
障
害
者
だ

け
で
な
く
、
読
む
こ
と
に
困
難
が
伴
う

す
べ
て
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
周
知
さ
れ
て
い

な
い
の
が
実
状
で
す
。
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
利
用
者

と
、
図
書
館
と
が
繋つ
な

が
り
に
く
い
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
問
題
点
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

つ
つ
「
誰
も
が
読
書
を
楽
し
め
る
」
よ

う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

事例紹介⑤

一人一人の見え方と心に
寄り添ったサービスを…

■ 金光図書館

音訳体験の様子
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９月のテーマ：「放課後・学校卒業後の読書」

私
に
は
以
前
よ
り
図
書
館
は
静
か
に

本
を
読
ん
で
過
ご
す
所
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

長
い
間
、
周
り
の
状
況
が
理
解
出
来

な
い
発
達
障
害
が
あ
る
娘
を
図
書
館
に

連
れ
て
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
文
字
が
読
め
な
い
娘
で
も
絵

で
伝
わ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
絵
本
を

読
む
と
笑
顔
で
話
し
を
聴
い
て
く
れ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
娘
の
特
別
な
場
所
は
学
校
の

図
書
館
で
し
た
。

学
校
の
図
書
館
に
は
大
き
な
絵
本
や

仕
掛
け
の
あ
る
絵
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

娘
は
目
を
輝
か
せ
て
楽
し
そ
う
に
本
を

め
く
る
姿
を
幾
度
も
目
に
し
ま
し
た
。

話
す
こ
と
の
出
来
な
い
娘
で
す
が
、

絵
本
を
見
た
り
聴
い
た
り
す
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
で
す
が
言
葉
を
覚
え
、
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
と
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

本
の
大
切
さ
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
地
域
の
図
書
館
に
連
れ

て
行
こ
う
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
「
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
知
り
、
私

の
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

現
代
の
図
書
館
は
紙
の
本
を
貸
し
出

す
だ
け
の
場
所
だ
け
で
な
く
、
文
字
を

大
き
く
で
き
る
電
子
書
籍
や
耳
で
聴
く

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
、
文
字
と
音
声
が

連
動
す
る
デ
ジ
タ
ル
図
書
な
ど
、
障
害

が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
誰
も
が
本
を
楽

し
め
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

放
課
後
や
卒
業
後
の
空
い
た
時
間
に

図
書
館
で
出
掛
け
て
、
特
性
に
合
っ
た

ス
タ
イ
ル
で
本
に
触
れ
、
新
し
い
知
識

に
出
会
い
、
本
を
通
じ
て
人
と
つ
な
が

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
事
と
思
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
も
在
学
中
か
ら
地
域
の

図
書
館
を
訪
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、

卒
業
後
も
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
出
来
る

と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

遅
く
は
な
り
ま
し
た
が
、
私
も
今
年

学
校
を
卒
業
し
た
娘
と
一
緒
に
、
地
域

の
図
書
館
を
訪
れ
新
し
い
本
と
の
出
会

い
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

本
校
は
、
全
盲
か
ら
弱
視
ま
で
視
覚

に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
通
う
学
校

で
す
。
こ
の
た
め
、
本
校
の
図
書
室
に

は
、
他
の
学
校
に
は
な
い
も
の
が
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
点
字
本
。
こ
れ
に
対

し
て
、
通
常
の
文
字
で
書
か
れ
た
本
は

墨
字
本
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
大

活
字
本
と
い
う
、
大
き
い
文
字
で
書

か
れ
た
小
説
や
絵
本
、
漫
画
が
あ
り
ま

す
。
墨
字
本
を
読
む
た
め
の
、
拡
大
読

書
器
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
高

等
部
に
は
専
攻
科
の
理
療
科
が
あ
る
た

め
、
あ
ん
摩
、
鍼
、
灸
に
関
す
る
専
門

書
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
書
籍
の
内
容

を
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

Ｃ
Ｄ
や
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
と
い
う
デ
ジ

タ
ル
録
音
図
書
も
あ
り
ま
す
。
デ
イ
ジ

ー
図
書
は
専
用
の
再
生
専
用
機
で
あ
る

プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
で
聞
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
他
に
も
、
触
っ
て
感
触
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
本
も
あ
り
ま
す
。
昨

年
度
か
ら
は
拡
大
し
や
す
い
電
子
書
籍

（
雑
誌
）
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
見
え
に
く
さ
の
あ
る

方
で
も
本
に
親
し
め
る
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
本
や
読
書
を
す
る
た
め

の
機
器
を
揃
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
図
書
室
の
利
用
は
活
発

と
言
え
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら

贈
り
物
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
や
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
、

ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
実
は
こ
の
た
び
、
図
書
室
と
同

じ
階
に
「
お
か
も
う　

ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
」
と
名
付
け
た
部
屋
を
新
設
し
ま
し

た
。
視
覚
障
害
の
あ
る
方
々
に
、
動
物

の
姿
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
１
・

７
ｍ
の
キ
リ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、
リ

ア
ル
な
28
体
も
の
布
製
の
動
物
模
型

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
も
の
を
展
示
し
て

い
る
部
屋
で
す
。
模
型
に
触
れ
て
、
気

に
な
っ
た
動
物
の
生
態
を
図
書
室
の
図

鑑
で
調
べ
た
り
、
物
語
に
登
場
す
る
動

物
の
模
型
に
触
れ
て
み
た
り
と
、
読
書

と
連
携
し
た
学
び
の
場
と
し
て
い
け
ば
、

図
書
室
の
利
用
の
増
加
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
か
も
う

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
と
図
書
室
に
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
山
盲
学
校　

教
諭
）

［
学
校
か
ら
］

影
山 

和
行

岡
山
盲
学
校
の
図
書
室

［
保
護
者
か
ら
］

本
藤 

雅
子

放
課
後
・
そ
し
て
学
校
卒

業
後
の
読
書
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保護者が感じている
「親プロ」の良さ

岡山県「ぱっちり！モグモグ」生活リズム向上優良活動表彰

「親育ち応援学習プログラム」でつながりづくりを！

岡山県では、毎年、「ぱっちり！モグモグ」生活リズム向上キャンペーンを行っています。
令和７年度、工夫した取組を行っている７団体を優秀賞として表彰しました。優秀賞の中でも、
他団体へ普及すべき特に優れた活動を行っていると認められる団体を最優秀賞として表彰しました。
詳しい活動内容は、生涯学習課ＨＰに掲載しています。

「親育ち応援学習プログラム（通称「親プロ」）とは

令和７年度に活用された「親プロ」Ｂｅｓｔ３

　参加者同士が交流しながら、子育てについて、ともに気づき、楽しく学び合うことのできる「保護者」を対象
としたプログラムです。また、参加者同士がつながり合い、支え合うきっかけづくりにもなります。

❶「自分でできたよ！うれしいな～入学までに応援できること～」（就学前）

❸「子育てのイライラとうまく付き合おう」（乳幼児）

❷「そういえば自分も…考えよう認めよう
　　　～子どものいいところ・気になるところ～」（乳幼児）

小学校の入学説明会や就学時健康診断での実施に最適です。
小学校入学前の保護者の不安を和らげます。

子育ての中で生じる「イライラ」という感情を振り返り、
その感情とどのように向き合い、うまく付き合うかを考えます。

子ども一人ひとりの個性や発達の様子には違いがあることを理解し、
それぞれの存在の大切さを再認識できます。

「ぱっちり！モグモグ」「ぱっちり！モグモグ」
　　　　生活リズム向上キャンペーン　　　　生活リズム向上キャンペーン

岡山県
「ぱっちり！モグモグ」

生活リズム向上
マスコットキャラクター

最
優
秀
賞

優
秀
賞

津山市立喬松小学校
「喬松　みんなで　やってみよう！」

井原市立青野小学校
「育てよう、自分を自分で健康にする力！
　～『けテぶれ』で、体感・実感・
　　　　　　　ぐっすり睡眠習慣！～」

新見市立矢神小学校愛育会
「親子でにこにこチャレンジ週間」

岡山市立建部小学校
「ヘルスアップカードを中心とした取組」

新見市立千屋小学校
「家族みんなで生活リズム改善！
　　　　　　　　　　かがやく千屋っ子」

新見市立本郷小学校
「生活宿題・メディアコントロール・健康ビンゴ」

鏡野町立南小学校
「南っ子チャレンジ」

●キャンペーン月間（11月）
●キャンペーン週間
（５月、９月、１月の各２週間）

詳しくは、岡山県生涯学習課の
ホームページを御覧ください。

資料のダウンロードは
こちらから→

▲津山市立喬松小学校 ▲井原市立青野小学校 ▲新見市立矢神小学校

実施
時期

▲親プロ実施の様子

保護者の感想
「親プロ」のお問合せは、岡山県教育庁生涯学習課、岡山教育事務所生涯学習課、津山教育事務所生涯学習課まで

共感 安心学び交流

○グループの皆さんに共感してもらい、多くの人と関わる楽しさを実感しました。
○皆さんも同じことを悩まれているんだということが分かりました。
○いろいろな意見を聞き、固定観念を変えていく必要があると感じました。



県立学校の生徒の活躍を詳しく紹介！
県教育委員会の取組や、教員採用試験についても紹介していますよ

岡山県教育委員会公式note

【県立興陽高校】一人暮らしの高齢者の方に手作りお菓子をお届けしました

【県立瀬戸南高校】思いを込めて作った点字カードを贈呈しました

６月18日、興陽高校家政科食物科学類型の３年生の生徒たちがメニューやパッケージ、ラッピン
グまでを自分たちで考えて、一人暮らしの高齢者の方にお菓子をお届けしました。平成６年度から
始まったこの取組は、今回で33回目になります。

６月26日、瀬戸南高校生活デザイン科福祉コースの３年生の生徒たちが、学んだ技術で役に立
ちたいという想いで、食材紹介カード約 500 枚を点字で作成し、県内の飲食店に贈呈しました。
生活デザイン科福祉コースでは、福祉の専門的な知識・技術を日々学んでいます。

手作りお菓子 お菓子と笑顔をお届け 民生委員さんにもプレゼント

心を込めて作成中 代表生徒３名 点字カード約500枚を贈呈

写真だより
P h o t o  N e w s
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【県立和気閑谷高校】

産学官連携で企画・開発したバスソルトがノベルティに採用されました

和気閑谷高校が産学官連携で企画・開発した「ふじのかおりのバスソルト」が中国銀行全店舗の
ノベルティとして採用されることになり、令和８年６月30日に中国銀行本店で納品式が行われま
した。

納品式の様子 高校生はオンライン参加 ふじのかおりのバスソルト

【岡山県健康の森学園】

「森のおみせ」開店１０周年記念セレモニーが開催されました

令和８年７月、岡山県健康の森学園のアンテナショップ「森のおみせ」が開店10周年を迎えまし
た。７月８日、10周年を記念してセレモニーが開催されました。

記念撮影 森のおみせ ガラポン抽選会の様子

【県立東備支援学校】「とうび市」で生徒たちが販売活動を行いました

７月６日、東備支援学校で「開店！東備支援学校とうび市」が開催されました。保護者の方や地
域の方々を対象に野菜や備前焼などが販売されました。

野菜班の様子 窯業班の様子 生徒たちが作成した備前焼
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【県立瀬戸高校】「真夏のセト☆フェス」が開催されました

７月15日、瀬戸高校で総合的な探究の時間における発表会「真夏のセト☆フェス」が開催されま
した。12月には「クリスマスのセト☆フェス」が開催予定です。

３年生代表生徒 質疑応答中の様子 高梁市学校連携コーディネーター
横山　弘毅さん

【県立備前緑陽高校】

地域の多様な方々とコラボした「びぜんみらい学」の発表会を開催しました

備前緑陽高校では自分で選んだゼミに所属し、地域の多様な方々とコラボしながら継続的な活動
に取り組んでいます。７月15日、３年生が取り組んできた活動の発表会「探求活動発表会」を行
いました。

発表会の様子 カキ殻を使ったルアー 魅力を楽しく学ぶ備前市かるた

【県立林野高校】地域講師と教員による「林高（りんこう）ゼミ」がスタートしました

林野高校は、毎週月・水・金曜日に１年生全員が自分の興味・関心に合わせて講座を選ぶ「林高
ゼミ」が行われています。地域で活躍する方々にも講師として参加していただいています。

苔のテラリウム制作中 リアル人生すごろくを体験中 火起こし体験後にマシュマロ焼きに挑戦
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小
学
校
５
年
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の

12
年
間
、
取
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
野
球

に
の
め
り
込
ん
だ
。
こ
の
経
験
は
、
今

の
私
に
と
っ
て
大
き
な
礎
と
な
っ
て
い

る
。 

野
球
か
ら
得
た
も
の
と
言
え
ば
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
尊
さ
や
失
敗
か
ら
学

ぶ
姿
勢
な
ど
が
浮
か
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
ら
も
大
切
だ
が
、
教
師
と
な
っ
た
私

に
最
も
強
い
影
響
を
与
え
た
の
は
「
本

気
の
大
人
の
姿
」
だ
っ
た
。
学
生
時

代
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
魂
を
込
め
て
向
き

合
っ
て
く
れ
た
指
導
者
や
、
陰
で
支
え

て
く
れ
た
大
人
た
ち
の
姿
は
、
今
も
心

に
深
く
残
っ
て
い
る
。 

多
感
な
時
期
の

ど
こ
か
に
出
か
け
た
日
、
私
は
家
に

帰
る
と
必
ず
地
図
を
開
く
。
最
近
は
、

ス
マ
ホ
の
マ
ッ
プ
を
眺
め
る
日
も
多

い
。私

の
地
図
好
き
は
、
祖
父
の
地
図
好

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
本
気
で
ぶ
つ
か

り
、「
変
わ
れ
る
ん
だ
、変
え
て
や
る
ぞ
」

と
い
う
熱
意
を
真
正
面
か
ら
伝
え
て
く

れ
た
。
今
思
え
ば
、
そ
れ
は
並
大
抵
の

こ
と
で
は
な
い
。
絶
対
的
な
正
解
が
な

い
と
言
わ
れ
る
教
育
現
場
で
、
昨
日
と

同
じ
方
法
が
通
用
せ
ず
悩
む
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
世
界
だ
か
ら
こ

そ
、
か
つ
て
間
近
で
感
じ
た
「
大
人
の

本
気
」
が
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
の
羅

針
盤
と
な
っ
て
い
る
。

日
々
変
わ
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
触
れ
る
中
で
、
新
し
い
自
分
と
の

出
会
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
気
で
向
き

き
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

98
歳
ま
で
生
き
た
祖
父
は
、
無
類
の

地
図
好
き
。
47
都
道
府
県
の
地
図
が
棚

に
ず
ら
っ
と
並
べ
ら
れ
、
旅
行
に
出
か

け
て
は
、
大
き
な
地
図
を
机
の
上
に
広

合
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
開
か
れ
る
世
界

だ
と
感
じ
て
い
る
。
中
途
半
端
な
姿
勢

で
は
、
新
し
い
扉
は
開
か
な
い
。
か
つ

て
野
球
に
す
べ
て
を
捧
げ
、
苦
労
や
悔

し
さ
を
積
み
重
ね
た
経
験
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
私
は
今
、
目
の
前
の
仕
事
に
本

気
で
向
き
合
え
て
い
る
。

大
層
な
授
業
が
で
き
る
わ
け
で
も
な

い
。
何
か
特
別
な
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
も
な
い
自
分
が
、
子
ど
も
に
教
え
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
、「
本
気
の
姿
勢
」
を
見
せ

る
こ
と
は
で
き
る
。
か
つ
て
自
分
が
大

人
か
ら
学
ん
だ
「
本
気
」
を
、
今
度
は

私
が
担
任
す
る
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
。
そ
の
思
い
が
伝
わ
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
世
界
を
見
つ
け
る
き
っ

か
け
に
な
る
は
ず
だ
。 

目
の
前
に
い
る
子
ど
も
は
、
自
分
を

映
す
鏡
の
よ
う
な
存
在
。
一
生
懸
命
取

り
組
む
姿
も
、
少
し
手
を
抜
く
姿
も
、

全
て
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
る
。
正
解

が
わ
か
ら
な
い
時
代
を
生
き
て
い
く
子

ど
も
た
ち
に
、
私
が
見
せ
ら
れ
る
の
は

本
気
の
姿
だ
け
だ
。
こ
の
財
産
を
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、

子
ど
も
と
も
に
成
長
を
喜
び
合
え
る
教

師
で
あ
り
た
い
。 

（
浅
口
市
立
鴨
方
西
小
学
校　
教
諭
）

地
図
の
上
で
つ
な
が
る
旅

大お
お

塚つ
か　

理り

恵え

野
球
か
ら
学
ん
だ
こ
と

植う
え

田だ　

浩ひ
ろ
や
す康

随

想

随

想
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げ
、「
こ
な
い
だ
行
っ
た
の
は
な
、
○

○
県
の
こ
こ
な
ん
じ
ゃ
。」
と
小
学
生

だ
っ
た
私
や
妹
に
指
さ
し
な
が
ら
話
し

て
く
れ
た
。
途
中
で
飽
き
て
ど
っ
か
へ

行
っ
て
し
ま
う
妹
と
は
違
い
、
私
は
最

後
ま
で
地
図
に
見
入
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。何

が
そ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
の
か
。

例
え
ば
、
自
分
が
歩
い
た
場
所
を
地
図

で
眺
め
る
。
す
る
と
、
そ
の
場
所
で
の

記
憶
が
蘇
る
。「
あ
、
こ
の
角
の
店
で

ご
飯
食
べ
た
な
。」「
こ
こ
で
見
た
川
、

き
れ
い
だ
っ
た
な
あ
。」
と
自
分
が
覚

え
て
い
る
感
覚
が
地
図
の
上
に
戻
っ
て

く
る
。
そ
の
う
ち
、
自
分
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
場
所
の
地
図
に
目
が
と
ま
る
。

「
こ
の
先
は
、
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か

な
あ
。」
地
図
の
道
を
た
ど
り
、
路
地

を
曲
が
り
、
時
に
は
線
路
に
沿
っ
て
、

電
車
に
も
乗
っ
て
し
ま
う
。
も
う
こ
こ

ま
で
く
る
と
、た
だ
の
妄
想
の
世
界
だ
。

自
分
が
立
っ
て
い
た
場
所
か
ら
、
一
歩

も
進
ん
だ
こ
と
の
な
い
場
所
へ
想
像
が

広
が
っ
て
い
く
ス
リ
ル
と
ワ
ク
ワ
ク
感

で
た
ま
ら
な
く
な
る
。
自
分
の
見
た
確

か
な
記
憶
と
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
景
色

の
想
像
が
ガ
チ
っ
と
つ
な
が
る
感
覚
。

き
っ
と
こ
の
感
覚
が
た
ま
ら
な
く
て
、

私
は
地
図
ば
か
り
を
眺
め
て
し
ま
う
の

か
も
し
れ
な
い
。

祖
父
が
昔
、
地
図
を
い
つ
も
眺
め
て

い
た
の
は
、
行
っ
た
場
所
の
確
認
だ
け

で
は
な
く
、
き
っ
と
こ
ん
な
「
ま
だ
見

た
こ
と
の
な
い
景
色
へ
の
ワ
ク
ワ
ク
」

を
楽
し
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
年
の
夏
は
ど
こ
へ
行
こ
う
。
地
図
を

眺
め
る
旅
が
楽
し
み
だ
。

（
井
原
市
立
青
野
小
学
校　
教
頭
）

令
和
７
年
４
月
よ
り
、
今
の
職
場
に

転
勤
し
た
。
当
然
、
生
徒
は
い
な
い
、

授
業
も
な
い
、
学
校
行
事
も
何
も
な

い
。
慣
れ
な
い
仕
事
を
す
る
中
、
も
し

か
し
た
ら
、
こ
の
間
の
ク
ラ
ス
が
現
役

最
後
の
授
業
だ
っ
た
の
か
、
あ
の
時
の

ク
ラ
ス
が
最
後
の
担
任
だ
っ
た
の
か
、

と
色
々
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ

た
。も

う
数
年
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
以

前
勤
め
て
い
た
中
学
校
で
、
卒
業
す
る

子
ど
も
へ
向
け
た
保
護
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
文
集
を
発
行
し
た
年
が
あ
っ

た
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
編
集
に
携
わ
っ

た
保
護
者
の
編
集
後
記
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
で
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
言

葉
が
あ
る
。

「
そ
の
時
と
は
気
が
つ
か
ず
に
訪
れ

て
い
た
子
ど
も
と
の
最
後
の
時
。
ご
飯

を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
最
後
。
髪
の
毛

を
洗
っ
て
あ
げ
た
最
後
。・
・
・
絶
対

に
忘
れ
た
く
な
か
っ
た
の
に
、
そ
れ
が

い
つ
だ
っ
た
の
か
も
う
思
い
出
せ
な
い

の
で
す
。」

初
め
て
寝
返
り
を
し
た
日
、
初
め

て
「
お
父
さ
ん
」
と
言
っ
て
く
れ
た

日
、
初
め
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

日
、
初
め
て
の
日
は
ビ
デ
オ
や
写
真
を

撮
っ
た
り
、
お
祝
い
を
し
た
り
、
記
念

日
に
な
っ
た
り
、
記
憶
や
記
録
に
残
っ

て
い
る
の
に
、
成
長
に
伴
っ
て
、
親
の

手
を
離
れ
て
い
っ
た
日
は
い
つ
だ
っ
た

か
、
私
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
。

親
と
し
て
は
子
ど
も
の
成
長
は
嬉
し
い

は
ず
な
の
に
、
何
だ
か
寂
し
い
気
持
ち

も
混
ざ
っ
て
い
る
。
子
ど
も
に
直
接
愛

情
を
伝
え
ら
れ
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い

る
。
保
護
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

ん
で
、
改
め
て
今
と
い
う
時
間
の
大
切

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

子
育
て
だ
け
で
な
く
、
仕
事
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
を
感
じ
た
。
直
接
、
子

ど
も
と
接
す
る
仕
事
で
は
な
く
な
っ
た

が
、
教
科
指
導
の
こ
と
を
若
手
の
先
生

に
伝
え
た
り
、
市
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

整
備
し
た
り
、
先
生
方
が
気
持
ち
よ
く

仕
事
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
の

も
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の

仕
事
に
意
味
が
あ
り
、
先
生
方
が
生
き

生
き
と
仕
事
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
、
児
童
・
生
徒
の
幸
せ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

気
づ
け
ば
ま
だ
ま
だ
続
く
と
思
っ
て

い
た
教
員
人
生
も
折
り
返
し
、
終
わ
り

が
見
え
て
き
た
。
振
り
返
っ
た
時
に
あ

の
時
も
っ
と
こ
う
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
、
と
思
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
を

大
切
に
し
た
い
。

（
赤
磐
市
教
育
委
員
会　
副
参
事
）

今
を
大
切
に

大お
お
さ
か坂　

敬け
い
す
け介
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を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

警
察
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
な
ど

を
行
っ
た
。
生
徒
会
と
警
察
が
協
力

し
て
非
行
防
止
標
語
を
作
り
、
小
学

校
に
出
向
い
て
説
明
を
し
た
り
中
学

校
で
も
標
語
を
示
し
た
り
し
な
が
ら
、

筆
記
用
具
な
ど
を
渡
す
活
動
を
す
る

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
連
島
南
中
学
校
は
こ

れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し

な
が
ら
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
、
誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
学
校

に
進
化
し
て
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
新
た
な
学
校
づ
く
り
を
積
極
的

に
自
分
た
ち
の
手
で
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
新
た
な
学
校
の
一
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
い
き
た
い
と
思
う
。

私
の
通
う
連
島
南
中
学
校
は
周
り

を
蓮
根
田
に
囲
ま
れ
て
、
地
域
と
の

結
び
つ
き
が
強
い
学
校
で
あ
る
。
特

に
、
地
域
の
人
と
生
徒
が
直
接
関
わ

れ
る
特
別
な
行
事
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
体
験
学
習
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

神
輿
を
担
い
で
地
域
に
出
向
く
体
験

や
地
元
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
た
鶴
新
田
焼
き
そ
ば
作
り
な
ど

地
域
の
人
た
ち
と
生
徒
が
一
体
と
な

っ
て
毎
年
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
徒
全
員
が
元
気
よ
く
、
メ

リ
ハ
リ
が
あ
る
と
こ
ろ
も
私
た
ち
の

学
校
の
魅
力
だ
。
体
育
会
や
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
の
行
事
に
は
、
明
る

く
元
気
に
多
く
の
生
徒
が
取
り
組
み
、

授
業
に
な
れ
ば
先
生
の
話
を
静
か
に

聞
く
様
子
が
見
ら
れ
る
。

そ
ん
な
連
島
南
中
学
校
で
は
最
近
、

長
年
愛
さ
れ
て
き
た
制
服
が
大
き
く

変
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
制
服

導
入
時
に
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て

ボ
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、
生
徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
新
た
に
愛
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
制
服
が
誕
生
し
た
。
ま
た
新
制
服

の
導
入
に
伴
い
校
則
に
つ
い
て
も
生

徒
会
が
中
心
と
な
り
、
服
装
や
頭
髪

な
ど
が
見
直
さ
れ
た
。

そ
の
他
に
も
本
校
は
生
徒
会
活
動

新
た
な
学
校
へ倉

敷
市
立
連
島
南
中
学
校　

２
年　

宮み
や
田だ　

彩あ

衣い

戦
敗
退
で
し
た
。
負
け
て
悔
し
い
と

い
う
よ
り
自
分
自
身
の
柔
道
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

負
け
て
１
週
間
後
に
は
世
界
大
会
。

す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
さ
せ
ま

し
た
。
迎
え
た
世
界
大
会
。
何
も
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
く
、
挑
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
は
１
位
。
や
っ

ぱ
り
や
っ
て
き
た
こ
と
は
無
駄
じ
ゃ

な
か
っ
た
ん
だ
と
こ
の
大
会
で
証
明

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
数
々
の

試
合
を
経
験
す
る
中
で
、
私
は
「
勝

つ
こ
と
」
以
上
に
大
切
な
も
の
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
結
果
に
向

き
合
い
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
ど
ん

な
状
況
で
も
自
分
の
柔
道
を
貫
く
こ

と
で
す
。
嬉
し
涙
も
悔
し
涙
も
、
そ

の
す
べ
て
が
私
を
強
く
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
は
、
柔
道
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、
一
つ

一
つ
の
試
合
に
全
力
で
向
き
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
柔
道
競
技
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
涙
を
流
し
て
き
ま
し
た
。
勝
利

を
つ
か
ん
だ
喜
び
の
涙
、
目
標
に
届

か
な
か
っ
た
悔
し
涙
、
監
督
や
家
族
、

仲
間
た
ち
と
流
し
た
涙
。
そ
の
一
つ

一
つ
に
、
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
や

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
校
１

年
の
夏
、
私
は
初
め
て
高
校
の
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
３

位
。
自
分
の
力
を
十
分
に
出
し
切
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
、
私
の
中
に
は
悔

し
さ
が
残
り
ま
し
た
。
あ
の
と
き
流

し
た
涙
に
は
悔
し
さ
と
同
時
に
「
次

こ
そ
は
」
と
い
う
決
意
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
５
月
に
佐
野
監
督
か

ら
「
世
界
大
会
の
代
表
に
選
考
さ
れ

た
ぞ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
聞
き
、
今
ま
で
の
努
力

が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
全

国
大
会
、
世
界
大
会
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね
ま

し
た
。
８
月
の
全
国
大
会
で
は
二
回

涙
を
糧
に

創
志
学
園
高
等
学
校　

３
年　

白し
ら
か
ね金　

里り

桜お
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れ
に
よ
り
、
児
童
の
中
に
「
こ
の
ま
ま

の
メ
モ
で
本
当
に
６
年
生
に
伝
わ
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
必
要
感
と
、
よ
り

良
く
書
き
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
を
も

た
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

児
童
の
実
態
と
し
て
は
、「
〜
を
見

つ
け
た
」
と
い
っ
た
気
付
き
を
カ
ー
ド

や
メ
モ
に
記
録
す
る
こ
と
は
意
欲
的
に

行
え
る
も
の
の
、
い
ざ
紹
介
文
と
し
て

清
書
す
る
段
階
に
な
る
と
、「
何
を
ど

の
順
番
で
書
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
文
章
づ
く
り
上
の
課
題

に
加
え
、「
文
字
表
記
の
未
熟
さ
」
と

い
う
大
き
な
壁
が
存
在
し
て
い
た
。
言

葉
を
記
述
す
る
際
に
「
先
生
、
〇
〇
っ

て
ど
う
や
っ
て
書
く
の
？
」
と
い
っ
た

表
記
の
確
認
を
求
め
る
質
問
が
頻
発
す

る
。
し
か
し
、
聞
き
た
い
と
き
に
い
つ

で
も
教
師
が
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
間
に
児
童
の
思
考
が
中
断
し

た
り
、
意
欲
が
減
退
し
て
文
章
が
短
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
書
き
た
い
表
現

の
正
し
い
表
記
を
「
思
い
つ
い
た
時
に

そ
の
場
で
、
児
童
が
主
体
的
に
確
か
め

ら
れ
る
支
援
」
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

ラ
ス
」
及
び
、
自
作
の
「
Ａ
Ｉ
音
声
入

力
ア
プ
リ
」
を
中
核
と
し
た
指
導
の
工

夫
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
断
片
的

な
メ
モ
を
文
字
表
記
へ
の
抵
抗
感
を
減

ら
し
な
が
ら
他
者
を
意
識
し
た
分
か
り

や
す
い
紹
介
文
へ
と
発
展
し
、
確
か
な

文
章
を
書
く
力
に
つ
な
ぐ
た
め
の
授
業

実
践
を
行
っ
た
。

本
単
元
で
は
、「
身
の
回
り
の
事
象

か
ら
発
見
し
た
こ
と
を
、
相
手
に
よ
く

伝
わ
る
よ
う
に
紹
介
文
に
書
く
こ
と
」

を
主
た
る
目
標
と
し
た
。
指
導
に
あ
た

っ
て
は
、
た
だ
文
章
を
書
か
せ
る
だ
け

で
な
く
、
目
的
意
識
を
明
確
に
も
て
る

よ
う
『
６
年
生
に
読
ん
で
も
ら
う
』
と

い
う
具
体
的
な
相
手
を
設
定
し
た
。
こ

小
学
校
第
１
学
年
に
お
け
る
国
語
科

の
指
導
に
お
い
て
、
児
童
が
自
身
の
経

験
や
観
察
し
た
事
象
を
他
者
に
伝
え
る

作
文
・
文
章
指
導
は
、
言
語
能
力
の
基

礎
を
培
う
上
で
と
て
も
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
１
年
生
の

９
月
頃
に
お
け
る
児
童
に
と
っ
て
は
、

伝
え
た
い
事
象
を
他
者
が
読
ん
で
十
分

に
理
解
で
き
る
「
紹
介
文
」
へ
と
構
成
・

記
述
す
る
ま
で
に
乗
り
越
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
。

そ
こ
で
本
実
践
で
は
、
単
元
「
は
っ

け
ん
し
た
よ
」（
新
編
あ
た
ら
し
い
こ

く
ご
一
下

：

東
京
書
籍
）
を
対
象
と
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
「
ミ
ラ
イ
シ
ー
ド

（
ベ
ネ
ッ
セ
）」
内
の
「
オ
ク
リ
ン
ク
プ

本
時
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
特
性
を
組
み
合
わ
せ
た
次
の
３
つ

の
工
夫
を
軸
に
展
開
し
た
。

（
１
）「
メ
モ
カ
ー
ド
」「
お
た
す
け
グ

ッ
ズ
カ
ー
ド
」「
Ａ
Ｉ
音
声
入
力
ア

プ
リ
」
に
よ
る
表
記
確
認
の
自
立

化
支
援

授
業
開
始
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
児
童

の
端
末
へ
オ
ク
リ
ン
ク
プ
ラ
ス
を
用
い

て
「
メ
モ
カ
ー
ド
」
と
「
お
た
す
け
グ

ッ
ズ
ペ
ー
ジ
」
を
配
信
し
た
。「
メ
モ

カ
ー
ド
」
は
、「
は
じ
め
」「
な
か
」「
お

わ
り
」
に
合
わ
せ
た
３
種
類
の
カ
ー
ド

で
、
清
書
す
る
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
カ

ー
ド
ご
と
に
段
落
分
け
を
し
て
書
く
と

良
い
こ
と
に
気
づ
き
や
す
く
し
た
。
ま

た
、「
お
た
す
け
グ
ッ
ズ
カ
ー
ド
」
に
は
、

教
科
書
の
お
手
本
作
文
や
、
文
章
構
成

の
ル
ー
ル
（
１
マ
ス
下
げ
る
、
日
付
の

書
き
方
な
ど
）
を
掲
載
し
、
教
科
書
を

開
か
な
く
て
も
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

さ
ら
に
、
表
記
の
仕
方
に
迷
い
、
記

述
が
停
滞
し
て
し
ま
う
児
童
の
支
援
と

し
て
、
自
作
の
「
Ａ
Ｉ
音
声
入
力
ア
プ

リ
」
の
活
用
を
取
り
入
れ
た
。
こ
の
ア

１　

は
じ
め
に

２　

単
元
の
目
標
と
児
童
の
実
態

３　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
の

　

工
夫
と
実
践

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
及
び
Ａ
Ｉ
音
声
入
力
を

活
用
し
た
１
年
国
語
科
に
お
け
る

紹
介
文
指
導
の
工
夫

岡
山
市
立
平
井
小
学
校
　

指
導
教
諭
　
戸
川　

有
紀
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プ
リ
は
、
声
で
文
章
を
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
全
て
ひ
ら
が
な
で
表
示
さ
れ
、

１
年
生
が
特
に
つ
ま
ず
き
や
す
い
助

詞
（
接
続
語
の
「
は
」
や
「
を
」
な
ど
）

も
文
脈
に
応
じ
て
正
し
く
変
換
・
表
示

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
従
来
の
「
質
問
を
す
る
た

め
に
教
師
が
机
間
指
導
に
回
っ
て
く
る

て
も
「
は
じ
め
・
中
・
終
わ
り
に
分
け

て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
書
く

と
、
相
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
な

る
」
と
い
う
文
章
づ
く
り
の
本
質
を
、

実
感
を
も
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、「
６
年
生
に
読
ん
で
も
ら
う
」

と
い
う
投
げ
か
け
は
、
児
童
に
と
っ
て

の
良
い
学
習
動
機
と
な
り
、
文
章
を
書

く
こ
と
の
楽
し
さ
へ
と
繋
が
っ
た
。
今

後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
利
点

を
生
か
し
た
効
果
的
な
学
習
を
工
夫
し
、

児
童
一
人
ひ
と
り
が
「
相
手
に
伝
え
る

喜
び
」
を
感
じ
な
が
ら
、
確
か
な
表
現

力
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
、
授
業

改
善
と
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

初
の
時
間
に
は
、
教
師
の
演
示
を
行
っ

た
。
そ
の
と
き
に
教
師
は
「
わ
た
し

わ
、」
と
あ
え
て
助
詞
を
間
違
え
て
板

書
し
た
。
同
時
に
、
Ａ
Ｉ
音
声
入
力

で
正
確
に
表
示
さ
れ
た
「
わ
た
し
は
、」

と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
児
童
に
「
あ
、

そ
こ
が
違
う
！
」「
ア
プ
リ
で
喋
る
と

正
し
い
『
は
』
が
出
る
ん
だ
」
と
気
付

か
せ
た
。
こ
の
一
連
の
演
示
を
通
じ
、

自
分
自
身
の
力
で
メ
モ
を
紹
介
文
へ
と

発
展
さ
せ
る
際
の
見
通
し
を
も
た
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

（
３
）「
み
ん
な
の
ボ
ー
ド
」
に
よ
る
双

方
向
の
交
流

清
書
を
書
き
進
め
ら
れ
た
児
童
か
ら
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
自
身
の
紹
介
文
を

写
真
撮
影
し
、
オ
ク
リ
ン
ク
プ
ラ
ス
の

「
み
ん
な
の
ボ
ー
ド
（
共
有
ス
ペ
ー
ス
）」

へ
随
時
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
せ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
ま
だ
書
き
悩
ん
で
い
る
児
童

へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
早

く
終
わ
っ
た
児
童
が
友
達
の
表
現
を
参

考
に
し
て
「
さ
ら
に
気
づ
い
た
こ
と
を

書
き
加
え
る
」
姿
も
見
ら
れ
た
。

本
実
践
を
通
し
て
、
１
年
生
で
あ
っ

の
を
待
つ
時
間
」
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
、
児
童
が
「
書
き
た
い
」
と
思
い

つ
い
た
瞬
間
に
端
末
の
ア
プ
リ
を
開
き
、

言
葉
を
発
音
し
て
正
し
い
表
記
を
自
ら

確
か
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
児
童
は

表
記
の
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
、
言
葉
を

主
体
的
に
選
定
し
や
す
く
な
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
ア
プ
リ
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
毎
授
業
の
初
め
の
５
分
間

を
使
っ
て
文
法
に
関
す
る
練
習
問
題
に

も
取
り
組
ま
せ
、
作
文
を
行
う
上
で
の

自
分
の
課
題
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

 （
２
）
あ
え
て
「
間
違
い
」
を
提
示
す

る
演
示
と
Ａ
Ｉ
音
声
入
力
ア
プ
リ

の
特
性
理
解

発
見
メ
モ
か
ら
文
章
に
し
て
い
く
最

４　

ま
と
め
と
お
わ
り

AI音声入力アプリ

６年生がくれたいいねボタン

おたすけグッズカード

メモカード
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う
に
な
っ
た
。
普
段
の
自
分
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
生
徒
が
私
に
興
味
を

も
つ
よ
う
に
な
り
、
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
と
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
手
応
え
を
感
じ
た
私

は
、
自
分
の
身
の
周
り
で
起
こ
っ
た
出

来
事
を
メ
モ
に
残
し
て
お
き
、
時
と
場

合
に
応
じ
て
学
級
で
話
を
す
る
こ
と
に

し
た
。
自
己
開
示
を
す
る
こ
と
で
生
徒

と
の
距
離
が
縮
ま
り
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

懇
談
等
の
場
面
で
保
護
者
と
話
を
す
る

際
に
も
、
学
級
で
話
を
し
た
話
題
で
盛

り
上
が
る
こ
と
が
あ
り
、
保
護
者
と
の

関
係
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
自
分
か
ら
生
徒
に
声
を
か
け
る

私
は
、
２
日
間
で
学
級
の
生
徒
全
員

に
自
分
か
ら
声
を
か
け
る
こ
と
を
意
識

し
て
い
る
。
本
来
は
、
毎
日
全
生
徒
に

声
を
か
け
た
い
が
、
35
人
学
級
を
担
任

し
、
日
々
の
授
業
や
生
徒
指
導
に
追
わ

れ
る
と
、
ど
う
し
て
も
毎
日
全
員
に
声

を
か
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
２
日
間
で
実
践

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
声
を
か
け
る

内
容
は
、
主
に
デ
イ
リ
ー
ラ
イ
フ
（
生

活
ノ
ー
ト
）
の
日
記
に
関
す
る
内
容
や
、

感
謝
を
伝
え
る
場
合
が
多
い
。
３
月
の

学
級
解
散
時
に
受
け
取
る
生
徒
か
ら
の

手
紙
を
読
ん
で
い
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

く
こ
と
に
苦
労
し
て
い
た
。

そ
ん
な
私
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、

30
代
に
な
っ
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か

ら
だ
。
家
庭
内
で
の
出
来
事
や
子
ど
も

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
朝
の
会
や
帰
り
の

会
で
時
間
が
余
っ
た
時
に
紹
介
す
る
よ

私
が
初
任
者
だ
っ
た
頃
、
あ
る
先
生

か
ら
２
つ
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
そ
れ

は
、「
生
徒
と
の
人
間
関
係
を
大
切
に

す
る
こ
と
」「
時
間
を
守
る
こ
と
」
だ

っ
た
。
以
後
、
私
は
そ
の
２
点
を
常
に

意
識
し
な
が
ら
学
級
経
営
や
授
業
を
行

っ
て
き
た
。
今
回
は
、
私
が
学
級
経
営

で
実
践
し
て
き
た
５
つ
の
実
践
内
容
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
１
）
自
己
開
示
を
す
る

私
が
公
立
中
学
校
で
初
め
て
担
任
を

も
っ
た
の
は
25
歳
の
時
だ
っ
た
。（
最

初
の
３
年
間
は
特
別
支
援
学
校
勤
務
）

当
時
の
私
は
、
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

生
徒
の
前
で
自
分
を
出
す
こ
と
に
た
め

ら
い
が
あ
り
、
生
徒
と
人
間
関
係
を
築

ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
る
。

日
々
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
、

生
徒
と
の
円
滑
な
人
間
関
係
構
築
に
繋

が
っ
て
い
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

（
３
）「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
る

自
分
か
ら
声
を
か
け
る
場
合
に
特

に
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
あ
り
が
と

う
」
を
率
先
し
て
伝
え
る
こ
と
だ
。
生

徒
は
日
々
、
係
活
動
や
当
番
活
動
に

取
り
組
み
、
中
に
は
級
友
や
教
師
の
手

伝
い
に
率
先
し
て
取
り
組
む
生
徒
も
い

る
。
そ
の
た
め
、
よ
く
生
徒
を
観
察
し

て
い
る
と
、
自
然
と
「
あ
り
が
と
う
」

を
伝
え
る
場
面
に
多
く
遭
遇
す
る
。
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝

１　

は
じ
め
に

２　

実
践
内
容

居
心
地
の
よ
い
ク
ラ
ス
に
す
る
た
め
に

～
生
徒
と
の
人
間
関
係
の
築
き
方
～

前
　
倉
敷
市
立
多
津
美
中
学
校
　
教
諭

現
　
倉
敷
市
教
育
委
員
会
学
事
課

学
事
主
任　

星
尾　

大
樹
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間
は
生
徒
の
権
利
で
あ
る
。
特
別
な
事

情
が
な
い
限
り
、
教
師
も
時
間
を
守
る

こ
と
が
大
切
だ
。「
チ
ャ
イ
ム
で
終
わ

る
」
た
め
に
は
、
朝
の
会
や
帰
り
の
会

で
何
を
ど
の
よ
う
な
順
序
で
伝
え
る
の

か
、
１
時
間
の
授
業
で
何
を
ど
こ
ま
で

学
習
す
る
の
か
と
い
っ
た
事
前
の
準
備

が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
伝
え
た
い
内

容
を
絞
り
、
簡
潔
に
伝
え
る
努
力
も
必

要
だ
。
こ
う
い
っ
た
努
力
を
継
続
す
る

こ
と
も
、
生
徒
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教
師

で
あ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

今
回
紹
介
し
た
内
容
は
、
生
徒
と
円

滑
な
人
間
関
係
を
築
き
、
学
級
を
温
か

く
居
心
地
の
よ
い
空
間
に
す
る
た
め
に
、

私
自
身
が
必
要
だ
と
感
じ
、
実
践
し
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
誰
で
も
い
つ
か
ら

で
も
取
り
組
め
る
内
容
で
あ
り
、
特
別

難
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
。

生
徒
と
の
人
間
関
係
は
日
常
の
繰
り

返
し
の
中
で
築
か
れ
る
。
大
切
な
の
は
、

生
徒
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
築
く
上
で
、

自
分
が
大
切
だ
と
感
じ
た
こ
と
を
信
じ

て
継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
紹
介
し
た
５
つ
の
実
践
を
生
徒
の

実
態
に
合
わ
せ
て
継
続
し
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

え
ら
れ
る
と
、
生
徒
と
の
人
間
関
係
が

よ
り
深
ま
り
、
自
己
有
用
感
も
高
ま
る
。

G
ood B

ehavior

カ
ー
ド
を
利
用
す
る

の
も
よ
い
手
立
て
だ
。
勤
務
校
で
は
学

校
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
教
師

と
生
徒
間
だ
け
で
な
く
、
生
徒
間
で
の

や
り
取
り
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

学
級
の
雰
囲
気
が
更
に
よ
く
な
っ
た
と

感
じ
た
。

（
４
）「
学
級
全
員
」
を
意
識
さ
せ
る

私
は
、
学
校
行
事
で
「
学
級
全
員
」

を
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
体

育
大
会
を
例
に
挙
げ
る
と
、
学
年
優
勝

を
目
指
す
こ
と
は
当
然
だ
が
、
学
年
種

目
（
学
級
全
員
で
競
技
す
る
種
目
）
に

特
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
し
て
い
る
。
毎

回
優
勝
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
学

級
全
員
で
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
経
験
は
、
そ
の
後
の
学

級
経
営
に
必
ず
プ
ラ
ス
に
働
く
か
ら

だ
。
ま
た
、
３
年
生
を
担
任
し
た
際
に

は
、
高
校
入
試
で
も
「
学
級
全
員
」
を

意
識
さ
せ
る
。
一
般
入
試
受
検
者
以
外

は
、
２
月
中
に
入
試
を
終
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
私
は
３
月
に
実
施
さ
れ
る
一

般
入
試
が
終
わ
る
ま
で
、「
学
級
全
員

で
受
験
を
乗
り
切
ろ
う
」
と
何
度
も
語

り
か
け
る
。
令
和
７
年
度
に
３
年
生
を

担
任
し
た
際
に
は
、「
元
気
玉
大
作
戦
」

と
名
付
け
て
、
一
般
入
試
受
験
者
に
み

３　

お
わ
り
に

ん
な
で
パ
ワ
ー
を
送
ろ
う
と
語
り
か
け

た
。
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
周
り

に
目
を
向
け
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
る
こ

と
も
、
居
心
地
の
よ
い
学
級
を
作
る
上

で
大
切
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

（
５
）
時
間
を
守
る

教
師
は
生
徒
に
「
〇
分
前
行
動
」「
チ

ャ
イ
ム
着
席
」
な
ど
時
間
を
意
識
さ
せ

る
声
か
け
や
取
組
を
行
う
こ
と
が
あ
る

が
、
我
々
教
師
は
、
時
間
を
守
っ
て
行

動
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
私
が
特
に

意
識
し
て
い
る
の
は
「
チ
ャ
イ
ム
で
終

わ
る
」
だ
。
朝
の
会
や
帰
り
の
会
、
授

業
を
と
に
か
く
「
チ
ャ
イ
ム
で
終
わ

る
」
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
休
み
時

教師から生徒へのGood Behaviorカード 生徒間でのGood Behaviorカード

体育大会で学年優勝と学級旗最優秀賞獲得
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カ
ラ
フ
ル
な
魚
、
海
藻
等
、
思
い
思
い

に
海
の
生
き
物
を
表
現
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
動
き
を
実

現
す
る
た
め
、
メ
ガ
ネ
に
イ
ラ
ス
ト
を

入
れ
、
位
置
関
係
を
調
整
し
な
が
ら
動

き
を
表
現
し
て
い
く
。
生
徒
は
、「
位

置
を
調
整
し
て
イ
ラ
ス
ト
を
メ
ガ
ネ
に

入
れ
る
」「
動
き
を
見
る
（
確
認
す
る
）」

「
イ
ラ
ス
ト
の
位
置
を
再
調
整
す
る
」

を
繰
り
返
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
動

き
を
実
現
す
る
た
め
に
粘
り
強
く
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

活
動
の
振
り
返
り
と
し
て
、
生
徒
が

描
い
て
、
動
き
を
つ
け
た
海
の
生
き
物

を
全
て
一
つ
の
画
面
に
映
し
出
し
て
鑑

（
１
）
美
術
科
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
で

水
族
館
を
つ
く
ろ
う
」

こ
の
学
習
で
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」（
合

同
会
社　

デ
ジ
タ
ル
ポ
ケ
ッ
ト
）
を
使

用
し
た
。「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
は
操
作
画

面
上
に
あ
る
メ
ガ
ネ
に
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
等
を
入
れ
、
そ
の
位
置
を
調
整
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で

あ
る
。

こ
の
学
習
で
は
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が

好
き
な
海
の
生
き
物
を
描
き
、
そ
れ
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
泳
が
せ
る
。
そ
し
て
、

全
員
の
作
品
を
一
つ
の
画
面
に
集
め
る

こ
と
で
水
族
館
が
で
き
あ
が
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
生
徒
は
イ
ラ
ス
ト
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
細
長
い
魚
、
丸
い
魚
、

現
行
の
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
実
施
に
つ
い
て
示
さ
れ
、
各
学
校
で

児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し
て
実
施
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
児
童
生

徒
の
学
習
保
障
の
た
め
に
１
人
１
台
端

末
の
配
布
が
一
気
に
進
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
学
習
活
動
の
距
離

が
縮
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

つ
い
て
も
こ
の
環
境
を
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

私
は
、
昨
年
度
ま
で
特
別
支
援
学
校

の
中
学
部
で
勤
務
し
て
い
た
。
こ
こ
で

は
、
私
が
前
任
校
で
知
的
障
害
の
あ
る

中
学
部
の
生
徒
に
行
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
実
践
に
つ
い
て
紹
介
を
す

る
。

賞
会
を
行
っ
た
。
画
面
に
映
っ
た
海
の

生
き
物
を
見
て
生
徒
は
「
わ
ぁ
！
」「
す

ご
い
！
」
と
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。
自

分
が
描
い
た
海
の
生
き
物
を
紹
介
す
る

発
表
で
は
、
ど
の
生
徒
も
画
面
上
を
動

い
て
い
る
作
品
を
指
差
し
、
誇
ら
し
そ

う
に
発
表
す
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

あ
る
生
徒
は
、
手
で
自
分
が
描
い
た
魚

の
動
き
方
を
表
現
し
な
が
ら
「
こ
う
や

る
の
を
頑
張
り
ま
し
た
」
と
発
表
し
、

動
き
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
際
に
手
で
何

度
も
動
き
を
表
現
し
て
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
と
実
現
で
き

た
達
成
感
が
発
表
か
ら
あ
ふ
れ
て
い
た
。

（
２
）
数
学
科
「
前
後
左
右
の
理
解
」

次
にT

rueT
rue

（
ケ
ニ
ス
株
式
会

社
）
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
用
し
た
実
践
を
紹
介
す
る
。

TrueTrue

は
カ
ー
ド
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

１　

は
じ
め
に

２　

実
践
の
紹
介

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
思
い
を
実
現
！

～
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
で
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
～

前
　
県
立
誕
生
寺
支
援
学
校
　
教
諭

現
　
県
立
邑
久
高
等
学
校
　
教
諭

谷
藤　

隆
行

海の生物を描いて、動きをプログラム

プログラムした海の生き物を紹介
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末
を
使
っ
て
進
む
方
向
や
距
離
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で

あ
る
。

こ
の
学
習
で
は
、「
ゴ
ー
ル
ま
で
の

道
筋
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
活
動
」
を
行

い
、
生
徒
が
「
進
む
方
向
（
前
後
左
右
）

や
進
む
距
離
を
正
し
く
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
」
を
ね
ら
い
と
し
た
。

最
初
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
親
し
み
を
も
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
に
生
徒
全
員
で
名

前
を
付
け
る
活
動
を
行
っ
た
。
話
し
合

っ
た
結
果
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
う
名
前

に
な
っ
た
。
シ
ン
プ
ル
な
名
前
の
中
に

生
徒
の
操
縦
す
る
（
動
か
す
）
こ
と
へ

の
期
待
が
伺
え
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
活
動
に
入
る
と

（
３
）
結
果
が
出
た
と
き
の
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
を
教
師
は
と
ら
な
い

結
果
が
出
た
と
き
に
生
徒
自
身
が
そ

の
結
果
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
と
き
に
「
ど
こ
が
違

う
の
だ
ろ
う
？
」「
次
こ
そ
ゴ
ー
ル
へ
」

と
考
え
、
直
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
意

図
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
結
果
が

出
た
と
き
に
教
師
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
正
否
を
判
断
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
結
果
が
出
た
と
き
に

教
師
は
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
い
よ

う
に
し
た
。

前
述
の
実
践
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
活
動
に
取
り
入
れ
た
授
業
で
は
、
共

通
し
て
生
徒
た
ち
が
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー

を
繰
り
返
し
な
が
ら
粘
り
強
く
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
実
践
を

通
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
授
業

で
は
、
教
え
込
む
こ
と
よ
り
も
思
考
を

促
す
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
。

ま
だ
ま
だ
行
っ
て
き
た
実
践
の
種
類
が

少
な
い
た
め
、
今
後
さ
ら
に
生
徒
が
夢

中
に
な
っ
て
取
り
組
め
る
ツ
ー
ル
の
選

定
や
授
業
づ
く
り
を
行
い
、
実
践
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

こ
の
活
動
の
中
で
多
く
の
生
徒
が
前

後
左
右
の
理
解
が
進
み
、
生
活
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
た
。

（
１
）
ツ
ー
ル
の
操
作
方
法
を
理
解
す

る
時
間
を
と
る

教
科
の
内
容
で
扱
う
前
に
操
作
方
法

を
確
認
し
、
生
徒
が
自
由
に
動
き
を
試

す
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
と
る
よ
う
に

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
課
題
解
決
に
思

考
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
思
考
の
可
視
化

ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
は
表
現
し
た
い
動
き

方
、T

rueT
rue

で
は
動
線
を
、
計
画
書

や
コ
ー
ス
図
に
記
す
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、T

rueT
rue

で
考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
上
に
カ
ー
ド
を
並

べ
て
可
視
化
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
思
考
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、

結
果
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
時

に
最
初
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
〝
作
り
直

す
〟
の
で
は
な
く
、
前
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
部
分
を
探

し
て
〝
改
善
す
る
〟
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
は
ゴ
ー
ル
へ
進
ま
せ
る
た
め
の
カ

ー
ド
を
選
び
、
順
番
を
考
え
、「
こ
れ

で
ど
う
だ
！
」
と
ロ
ボ
ッ
ト
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
進
み
始

め
る
と
、
そ
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き

を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
、
ゴ
ー
ル

ま
で
い
く
と
ニ
コ
ッ
と
笑
顔
が
は
じ
け

た
。
う
ま
く
い
か
な
い
と
す
ぐ
に
並
べ

た
カ
ー
ド
を
見
直
し
、
新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
っ
て
再
び
挑
戦
し
て
い
た
。

間
違
い
や
失
敗
、
負
け
る
こ
と
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
普
段
は
難
し
い
生
徒
も
、

こ
の
活
動
で
は
ゴ
ー
ル
に
行
か
な
く
て

も
怒
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
穏
や
か

に
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
て
い
た
。

４　

お
わ
り
に

３　

実
施
に
あ
た
っ
て

　

工
夫
し
た
点

考えをボードに可視化してから実行

TrueTrue の動きを見て結果を確認
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～107歳まで生きた彫刻家を知ろう～

～地域の芸術作品に慣れ親しむ！～

ココが
ポイント！

ココが
ポイント！

県内の登録博物館を訪れてみませんか
登録博物館の教育プログラムを紹介します。
校外学習等を検討している先生、ぜひ御活用ください！

　平櫛田中（明治５年生～昭和54年没）は井原市出身で文化勲章を受章し
た木彫家です。86歳で完成した大作「鏡獅子」や息子を彫った「幼児狗張
子」、書「いまやらねばいつできるわしがやらねばたれがやる」は有名で
す。
　小学生向けに、作品をより深く知るためのクイズを作っています。職員
による展示解説を聞きながら、一緒に解いてみましょう。

★学校教育でのご利用の際は、
　引率の先生を含めてすべて
　無料となります。

　美術館小学校連携事業「やかげっ子おしゃべり美術館」として、「対話
型鑑賞」と「学芸員出前授業」を町内小学校向けに開催しています。他校
との合同グループで収蔵作品を鑑賞し、気づいたことや感想を自由に発言
する対話型鑑賞と、学芸員が各小学校の教室に出向き、美術館に関するク
イズや、作品上の人物の会話を想像したり、簡単なワークショップを行っ
たりするなど、児童が楽しみながら取り組めるプログラムを行なっていま
す。この経験を通して、次世代を担う子どもたちが、美術館や地域の芸術
作品に慣れ親しむ機会となるよう取り組んでいます。

　矢掛町以外の小学校からのご依頼につ
きましては、ご相談ください。

鑑賞の後は、隣接する公園「田
中苑」の散策をお楽しみくださ
い。東京・北の丸公園を設計し
た造園家伊藤邦衛が手掛けた名
園です。

お問合せ

お問合せ

0866-62-8787

0866-82-2110

【開館時間】
　9時00分～17時00分
　（入館は16時30分まで）

【休館日】
　月曜日（祝日または振替休日の場合
　　　　　はその翌日）
　年末年始、展示替え期間　

【開館時間】
　９時00分～17時00分
　（入館は16時30分まで）

【休館日】
　月曜日（祝日の場合はその翌平日）
　年末年始（12月28日～1月4日）
　展示替え期間

～登録博物館～
登録博物館は、これまでの資料収集や保存、展示、教育といった博物館機能の活用に加え、地域の多様な主体と連携し、
まちづくり、観光、福祉等の課題に向き合い、地域の活力向上に寄与することが求められるようになりました。

やかげ郷土美術館で美術鑑賞後は、国
指定重要文化財「旧矢掛本陣石井家住
宅」のご見学はいかがでしょうか。江
戸時代の面影を残す歴史と文化をご堪
能いただけます。

田中苑

やかげ郷土美術館

井原市立平櫛田中美術館（井原市井原町315）
「展示解説」所要時間　約30分～45分

やかげ郷土美術館（矢掛町矢掛3118-1）
「対話型鑑賞会」・「学芸員出前授業」

所要時間　約１時間
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岡山県立図書館　教育関係図書紹介
教育関係の新着図書からピックアップしてご紹介します

佐藤 明彦／著　東洋館出版
2025.12　請求記号：372.107/ｻﾄ26/　ISBN：9784491059839

学習指導要領改訂に向けた中央教
育審議会「論点整理」を、「調整
授業時数制度」「裁量的な時間」
等のキーワード毎に読み解いた一
冊です。今から取り組みたいこと
や、教員に求められる資質・能力
等についても論じられています。

伊藤 美奈子／著　岩波書店
2026.3　請求記号：371.43/ｲﾄ26/　ISBN：9784004321057

不登校やいじめ、教師のバーンア
ウトなど、現代の学校が抱える課
題から、今後の教育の在り方を論
じた一冊です。多角的な視点から
メンタルヘルスの重要性を浮き彫
りにし、誰もが安心できる学校づ
くりへの道筋を示しています。

学習指導要領は
どう変わろうとしているのか

学校のメンタルヘルス
子ども、教師をどう支えるか

鈴木 優太／著　学陽書房
2026.3　請求記号：374.12/ｽｽ26/　ISBN：9784313655591

コミュニケーションの基本となる
１対１の活動を通して成功体験を
積み重ね、誰もが「聞く子」かつ
「話す子」になることを目指した
一冊です。アイスブレイクはもち
ろん、教科学習にも活かせる多様
なアイデアが詰まっています。

藤岡 慎二，三浦 学／著　東洋館出版社
2026.3　請求記号：375.1/ﾌｼ26　ISBN：9784469291223

教科の学力とのつながり、授業時
数の圧迫といった探究学習の諸課
題への解決策として、概念型探究
学習を提案しています。生徒自身
が興味・関心がある概念に基づき
立てた問いについて探求学習を行
う理論と実践方法が分かります。

クラス全員が「聞ける」「話せる」！
ペア活動図鑑100

高校教員のための概念型学習ガイド
教科と探究をつなぐ新たな学びへ

藤澤 和子[ほか]／著　樹村房
2026.2　請求記号：369.28/ﾌｼ26/　ISBN：9784883673957

LLブックとは、障害や社会的環
境等により一般の書籍を読むこと
が難しい人たちに向けて、分かり
やすく表現された本を指します。
本書ではLLブックの歴史や特徴
をはじめ、教科学習や学校図書館
での活用事例も紹介されています。

宮口 幸治，宮口 英樹／編著　東洋館出版社
2026.3　請求記号：378.8/ﾐﾔ26/　ISBN：9784491045511

境界知能児・者は人口の約14％、
35人学級で考えると約５人が該
当するとされています。本書は
『ケーキの切れない非行少年た
ち』の著者らが、境界知能児・者
の特性や、学校でできる支援方法
について幅広く解説した一冊です。

ＬＬブックをすすめる
知的障害・読書に困難がある人たちの豊かな読書環境をめざして

学校と境界知能

☆ 教育活動支援サービスの詳しい内容や教育新着バックナンバー
　 【サービス案内】 → 【資料の収集・提供・相談サービス】 → 【教育活動支援サービス】
☆ ご相談は、社会科学カウンター（社会科学班）までお気軽にどうぞ。
　 E-mail：syakai@libnet.pref.okayama.jp　TEL：086-224-1317

県立図書館
の

ＨＰをチェ
ック!!!
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今
か
ら
約
４
０
０
年
前
の
岡
山
県
内

で
は
、
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
戦
国
の
世
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
各

地
に
拠
点
を
置
い
た
サ
ム
ラ
イ
た
ち
は
、

集
合
や
離
散
を
繰
り
返
し
な
が
ら
し
の

ぎ
を
削
り
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

岡
山
城
を
拠
点
に
し
て
備
前
・
美
作
を

治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
宇
喜
多
直
家
、

岡
山
城
を
整
備
し
て
豊
臣
秀
吉
の
も
と

で
活
躍
し
た
宇
喜
多
秀
家
親
子
が
、
岡

山
を
代
表
す
る
戦
国
武
将
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
、
岡
山
県
立
博
物

館
で
は
、
宇
喜
多
直
家
・
秀
家
親
子
を

中
心
に
、
岡
山
の
戦
国
時
代
を
紹
介
す

る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

宇
喜
多
直
家
の
先
祖
が
誰
な
の
か
、

近
年
の
研
究
の
中
で
も
は
っ
き
り
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、「
宇
喜
多
」

姓
の
サ
ム
ラ
イ
が
15
世
紀
後
半
か
ら
邑

久
郡
で
活
動
し
た
の
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
す
。

１
５
２
０
年
代
に
は
、
宇
喜
多
能
家

が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
特
別

展
で
は
、
宇
喜
多
能
家
が
使
っ
て
い
た

薙
刀
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
薙
刀
は
、

と
て
も
大
き
な
も
の
で
、
刃
に
「
破

軍
星
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

中
国
の
思
想
で
、
刃
の
先
に
あ
る
敵
軍

は
皆
滅
び
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

こ
の
薙
刀
を
か
ざ
し
、
敵
陣
に
切
り
込

む
た
め
に
宇
喜
多
能
家
が
作
ら
せ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

宇
喜
多
直
家
は
、天
神
山
（
和
気
町
）

城
主
浦
上
宗
景
の
家
臣
と
し
て
、
活
躍

し
て
そ
の
勢
力
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

宗
景
の
命
令
を
受
け
て
、
備
前
に
侵

入
し
て
く
る
三
村
家
親
や
松
田
氏
ら
と
、

激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た
よ
う

で
す
。

三
村
家
親
は
、
鶴
首
城
（
高
梁
市
成

羽
町
）
を
拠
点
に
活
躍
し
た
武
将
で
、

広
島
を
拠
点
に
し
て
い
た
毛
利
元
就
か

ら
高
い
評
価
を
さ
れ
て
い
た
人
で
し
た
。

宇
喜
多
直
家
は
、
三
村
家
親
に
苦
戦
を

強
い
ら
れ
た
た
め
、
遠
藤
兄
弟
を
刺
客

に
は
な
ち
家
親
を
倒
し
ま
し
た
。

備
前
国
守
護
代
だ
っ
た
松
田
氏
も
滅

ぼ
し
た
直
家
は
、
主
君
の
浦
上
宗
景
と

も
対
立
し
て
い
き
ま
し
た
。
１
５
７
５

年
に
は
、
浦
上
宗
景
を
和
気
天
神
山
城

か
ら
追
い
出
し
、
備
前
・
美
作
を
勢
力

下
に
置
く
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

直
家
が
領
地
を
治
め
た
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
東
か
ら
は
織
田
氏
、
西
か
ら

は
毛
利
氏
が
迫
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

１
５
７
８
年
頃
に
、
宇
喜
多
直
家
は
毛

利
氏
か
ら
織
田
氏
へ
と
移
り
、
備
前
と

備
中
と
の
間
で
激
し
い
戦
い
が
続
く
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

１
５
８
０
年
に
宇
喜
多
直
家
が
出
し

た
手
紙
か
ら
は
、
味
方
に
な
っ
た
武
将

に
対
し
て
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
な
い
か

ど
う
か
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
細
や
か
な
気
遣
い
が
で
き

る
、
直
家
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

宇
喜
多
直
家
は
、
１
５
８
２
年
１
月

頃
ま
で
に
は
亡
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
そ
の
後
は
、
幼
い
秀
家
が
跡
を
継

ぎ
ま
し
た
。
１
５
８
２
年
２
月
に
は
宇

喜
多
元
家
が
八
浜
合
戦
で
戦
死
し
て
お

宇
喜
多
直
家
以
前
の
宇
喜
多
氏

宇
喜
多
直
家
と
ラ
イ
バ
ル
た
ち

宇
喜
多
秀
家
と
豊
臣
秀
吉

令
和
八
年
度
　
岡
山
県
立
博
物
館
　
特
別
展

令
和
八
年
度
　
岡
山
県
立
博
物
館
　
特
別
展

宇
喜
多
直
家
と
秀
家

宇
喜
多
直
家
と
秀
家

ラ
イ
バ
ル
と
し
の
ぎ
を
削
っ
た
サ
ム
ラ
イ
た
ち

ラ
イ
バ
ル
と
し
の
ぎ
を
削
っ
た
サ
ム
ラ
イ
た
ち

宇喜多直家書状（個人蔵）

薙
刀
　
銘
　
備
前
国
住
長
船
次
郎
左
衛
門
尉
藤
原
勝
光
同
与
左
衛
門
尉
祐
定
（
宇
喜
多
能
家
注
文
打
・
個
人
蔵
）
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り
、
宇
喜
多
氏
は
、
直
家
、

元
家
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
二

名
が
欠
い
た
中
で
、
備
中

高
松
城
の
戦
い
に
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

羽
柴
秀
吉
を
主
力
と
し

た
織
田
軍
は
、
東
か
ら
備

前
へ
進
入
し
ま
し
た
。
４

月
か
ら
は
、
清
水
宗
治
が
立
て
こ
も
る

備
中
高
松
城
を
織
田
軍
が
取
り
囲
み
、

５
月
中
旬
か
ら
は
水
攻
め
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
城
は
落
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。
６
月
４
日
に
和
睦
が
成
立
し
、

清
水
宗
治
ら
が
自
刃
し
て
戦
い
が
終
わ

り
ま
し
た
。

本
能
寺
の
変
で
亡
く
な
っ
た
織
田
信

長
の
弔
い
合
戦
と
な
っ
た
山
崎
の
戦
い

に
、
羽
柴
秀
吉
は
向
か
い
ま
し
た
。
そ

の
背
後
を
守
る
宇
喜
多
氏
は
、
８
月
に

な
る
と
秀
家
が
八
塔
寺
等
の
寺
社
に
対

し
て
制
札
を
出
し
て
い
ま
す
。
天
下
を

手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
羽
柴
秀
吉
の
も

と
に
、
宇
喜
多
氏
は
協
力
を
続
け
、
紀

州
や
九
州
、
四
国
へ
と
出
兵
を
続
け
ま

し
た
。
秀
家
は
、
秀
吉
の
後
見
を
う
け

な
が
ら
、
岡
山
城
の
整
備
や
領
国
の
経

営
に
当
た
り
ま
し
た
。

秀
吉
の
も
と
で
、
五
大
老
へ
と
選
ば

れ
た
秀
家
。
朝
鮮
へ
の
出
兵
で
は
、
現

地
の
司
令
官
を
務
め
る
等
、
豊
臣
政
権

の
中
で
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の
で

し
た
。
た
だ
、
秀
吉
が
亡
く
な
っ
た
後

は
、
不
安
定
に
な
る
政
権
内
部
で
厳
し

い
場
面
に
向
き
あ
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。家

臣
団
が
分
裂
す
る
等
の
危
機
を
経

て
、
１
６
０
０
年
に
起
き
た
関
ケ
原
の

戦
い
に
臨
み
ま
し
た
。
去
っ
て
い
っ
た

家
臣
も
い
る
一
方
で
、
直
前
に
家
臣
に

な
っ
た
本
多
政
重
も
い
ま
し
た
。
関
ケ

原
で
の
戦
闘
で
は
、
東
軍
を
押
し
戻
す

な
ど
の
奮
戦
を
し
ま
し
た
が
、
西
軍
は

敗
れ
、
秀
家
も
追
手
を
逃
れ
な
が
れ
最

終
的
に
は
島
津
氏
の
も
と
へ
逃
げ
ま
し

た
。こ

の
度
の
特
別
展
で
は
、
秀
家
が
所

用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
甲
冑
と
、
本
多

政
重
所
用
の
甲
冑
を
展
示
し
ま
す
。

戦
国
の
世
を
、
戦
い
抜
い
た
サ
ム
ラ

イ
た
ち
ゆ
か
り
の
品
々
を
、
こ
の
機
会

に
是
非
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■ 

会
　
期　
令
和
８
年
９
月
18
日
㈮

〜
11
月
23
日（
月
・
祝
）

■ 

開
館
時
間　

　
（
９
月
末
ま
で
）
午
前
９
時～午

後
６
時

　
（
10
月
か
ら
）
午
前
９
時
半〜午

後
５
時

■ 

入
館
料　
大
人
４
６
０
円

　
　
　
　
　

65
歳
以
上
２
３
０
円

　
　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■ 

休
館
日　
９
月
24
日
㈭
、
28
日
㈪
、

　
　
　
　
　

10
月
５
日
㈪
、
13
日
㈫
、

　
　
　
　
　

19
日
㈪
、
26
日
㈪
、
11
月

　
　
　
　
　

２
日
㈪
、９
日
㈪
、16
日
㈪

●
日
時　
10
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
講
師　
本
多
俊
彦
氏

　
　
　
　
（
金
沢
学
院
大
学　

教
授
）

●
演
題　
「
本
多
政
重
か
ら
見
た

宇
喜
多
氏
」

●
場
所　
県
立
博
物
館　

講
堂

●
定
員　
１
２
０
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

※
事
前
申
込
必
要
・
聴
講
無
料

●
日
時　
10
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜

●
場
所　
県
立
博
物
館　

講
堂

●
演
奏
者　
薮
井
佑
介
氏
（
五
次
元
キ

ー
ボ
ー
ド
＆
最
先
端
電
子

楽
器
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
）

●
定
員　
各
回
80
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

※
事
前
申
込
必
要
・
参
加
無
料

●
日
時　
９
月
26
日
㈯
、
10
月
31
日
㈯

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　
県
立
博
物
館
２
階
ホ
ー
ル

●
日
時　
９
月
19
日
㈯

　
　
　
　

10
月
３
日
㈯
、
24
日
㈯

　
　
　
　

11
月
７
日
㈯
、
21
日
㈯

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時

３
、
４
は
体
験
及
び
聴
講
無
料
、
入
館

料
は
必
要
。

関
ヶ
原
合
戦
の
後
の
宇
喜
多
氏

黒漆塗桐紋蒔絵鉄五枚胴具足
（伝宇喜多秀家所用・個人蔵）

色々威二枚胴具足
（本多政重所用・加賀本多博物館蔵）

関
連
行
事

１
　
記
念
講
演
会

３
　
甲
冑
着
付
け
体
験

２
　
映
像
×
コ
ン
サ
ー
ト

　
　「
戦
国
未
来
協
奏
曲

　
　
　
宇
喜
多
秀
家
に
よ
せ
て
」

４
　
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
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令和８年度　研究指定校・推進校等
〈高校教育課関係〉

学　　校　　名 事　　業　　名　　等 指定機関 指定年度
県立岡山朝日高等学校 
県立岡山操山高等学校 
県立岡山芳泉高等学校 
県立岡山城東高等学校 
県立西大寺高等学校 
県立瀬戸高等学校 
県立倉敷青陵高等学校 
県立倉敷南高等学校 
県立倉敷古城池高等学校 
県立玉野高等学校 
県立玉野光南高等学校 
県立笠岡高等学校 
県立総社南高等学校 
県立高梁高等学校 
県立新見高等学校 
県立勝山高等学校 
県立林野高等学校 
県立岡山大安寺中等教育学校

高等学校ＤＸ加速化推進事業 
（ＤＸハイスクール） 文部科学省

R6 ～
R8

県立倉敷商業高等学校 
県立高梁城南高等学校

R7 ～
R8

県立東岡山工業高等学校 R8

県立岡山操山高等学校 産業イノベーション人材育成等に資する高等学校等教育改革促進事業 
（理数系人材育成支援）

文部科学省 R8 ～
R10

県立東岡山工業高等学校 産業イノベーション人材育成等に資する高等学校等教育改革促進事業 
（アドバンスト・エッセンシャルワーカー等育成支援）

県立倉敷天城高等学校 
県立倉敷商業高等学校 
県立玉野光南高等学校 
県立総社高等学校 
県立林野高等学校

ＡＩの活用による英語教育強化事業 文部科学省 R8

県立玉島高等学校 スーパーサイエンスハイスクール 
（地域共創で目指す、地域や国際社会で活躍する科学技術人材の育成）

文部科学省

R4 ～
R8

県立津山高等学校 スーパーサイエンスハイスクール 
（高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた次世代トップサイエンティストの育成）

R4 ～
R8

県立岡山一宮高等学校 スーパーサイエンスハイスクール 
（「総合知」と「卓越した探究力」を備えた次代の科学技術人材育成システムの開発と普及）

R7 ～
R9

県立倉敷天城高等学校 スーパーサイエンスハイスクール 
（多様な知を結合して新たな価値を創造する人材育成のためのサイエンスコミュニティの構築）

R7 ～
R9

県立岡山一宮高等学校 
県立岡山南高等学校 
県立津山東高等学校 
県立津山工業高等学校 
県立津山商業高等学校 
県立高梁城南高等学校 
県立勝山高等学校 
県立真庭高等学校

おかやま高校生地域未来創造事業 県 R8

県立東岡山工業高等学校 スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業 
（東工× SDGs　工業高校生が挑戦する養殖プロジェクト）

県

R6 ～
R8

県立鴨方高等学校
スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業 

（循環型社会を構築・維持・発展していくための具体的方策を計画、実行できる資質
能力の育成）

R6 ～
R8

県立倉敷鷲羽高等学校 スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業 
（W ☆ラボを核とした持続可能な地域創造と環境共生の担い手の育成）

R8 ～
R10

県立高梁城南高等学校 
県立新見高等学校 
県立真庭高等学校 
県立勝間田高等学校

「森林（もり）の担い手」育成事業 県 R8

県立瀬戸南高等学校 
県立津山工業高等学校 
県立真庭高等学校 
県立新見高等学校 
県立勝間田高等学校

高校生発！「木のぬくもり」実感事業 県 R8

県立倉敷鷲羽高等学校 
県立笠岡商業高等学校 
県立新見高等学校 
県立備前緑陽高等学校 
県立鴨方高等学校

コーディネーターによる「高校・地域」協働体制推進事業 県 R8

県立瀬戸高等学校 
県立井原高等学校 生成ＡＩパイロット校事業 文部科学省 R8

県立津山東高等学校 協働的な学びを支えるデジタル学習基盤活用推進事業 県 R8



35 教育時報　令和8年9月号

〈義務教育課関係〉
学　校　名　等 事　　業　　名　　等 指定機関 指定年度

真庭市立蒜山中学校 
真庭市立北房中学校 
真庭市立湯原中学校

教科指導支援事業（小規模校連携モデル研究） 県

R6 ～
R8

笠岡市立新吉中学校
笠岡市立大島中学校 
笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校 
和気町立佐伯中学校 
和気町立和気中学校

R8

R7 ～
R8

津山市立佐良山小学校 
津山市立林田小学校 
津山市立院庄小学校 
津山市立高倉小学校 
笠岡市立中央小学校 
笠岡市立笠岡東中学校 
笠岡市立神内小学校 
高梁市立落合小学校 
高梁市立高梁小学校 
新見市立思誠小学校 
新見市立西方小学校

教科指導支援事業（小学校算数指導力向上モデル研究） 県 R8

勝央町立勝央北小学校

多層的支援システム構築事業 県

R6 ～
R8

玉野市立田井小学校 
美作市立江見小学校 
鏡野町立鶴喜小学校

R8

真庭市立勝山中学校 
早島町立早島中学校 
奈義町立奈義中学校

生成ＡＩを活用した学びのサイクル実証事業 県 R7 ～
R8

高梁市立高梁北中学校 
備前市立吉永小学校 道徳教育研究協議会 県 R8

笠岡市立北川小学校区 
美咲町立柵原学園区 夢への原動力構築事業 県 R7 ～

R8

久米南町
コミュニティ・スクール伴走支援体制構築事業 県

R7 ～
R8

備前市 R8
倉敷市立郷内中学校 
井原市立高屋中学校 
新見市立新見第一中学校 
瀬戸内市立長船中学校 
久米南町立久米南中学校 
県立倉敷天城中学校

次世代英語コミュニケーション力向上事業 県 R8

〈特別支援教育課関係〉
学　校　名　等 事　　業　　名　　等 指定機関 指定年度

県立岡山支援学校 
県立岡山西支援学校 特別支援学校における新しい教育課題研究事業 県 R7 ～

R8

津山市・笠岡市 幼稚園等における特別支援教育パワーアップ事業 県 R7 ～
R8

県立備前緑陽高等学校 
備前市立西鶴山小学校 
県立東備支援学校

おかやまインクルーシブな学校運営モデル事業 文部科学省 R7 ～
R8

県立早島支援学校 高等学校 DX 加速化推進事業 
（DX ハイスクール） 文部科学省 R6 ～

R8

岡山県健康の森学園支援学校 知的障害教育における生成ＡＩ活用研究事業 県 R8 ～
R9

〈人権教育・生徒指導課関係〉
学校（園）名 事　　業　　名　　等 指定機関 指定年度

真庭市立久世こども園 
備前市立片上小学校 
浅口市立鴨方中学校 
県立岡山城東高等学校

人権教育充実拠点校事業 県 R8

県立津山工業高等学校 子どもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業 文部科学省 R8 ～
R10

県立津山工業高等学校 
早島町立早島中学校 
早島町立早島小学校 
美咲町立中央中学校 
美咲町立加美小学校 
美咲町立美咲中央小学校

プロジェクト KIZUKI 県 R8 ～
R9

〈保健体育課関係〉
学　校　名　等 事　　業　　名　　等 指定機関 指定年度

県立玉野光南高等学校 安心安全な部活動推進事業【暑熱対策実践研究事業】 県 R8
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令和９年度岡山県立高等支援学校及び岡山県立特別支援学校
高等部本科普通科職業コース入学者選抜について

　県立岡山瀬戸高等支援学校、県立倉敷琴浦高等支援学校及び県立倉敷まきび支援学校と県立誕生寺支援学校
の高等部本科普通科職業コース（以下「高等支援学校等」という。）は、比較的軽度の知的障害のある生徒が、
就労による社会自立を目指す高等部の特別支援学校（コース）です。
　高等支援学校等では、次のとおり、来年度の入学者選抜を行います。

■出願の条件
　高等支援学校等への入学を志願し、出願することのできる者は、学校教育法施行令（昭和28年政令
第340号）第22条の３の規定に該当する知的障害者のうち、障害の程度が軽度の者で、次の⑴、⑵及
び⑶の全てに該当する者とする。
⑴　次のいずれかの条件を満たす者
　ア　中学校、特別支援学校の中学部、義務教育学校又は中等教育学校の前期課程等（以下「中学校

等」という。）を卒業又は修了（以下「卒業」という。）した者
　イ　令和９年３月に中学校等を卒業する見込みの者
　ウ　学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条の規定に該当する者
⑵　保護者とともに県内に居住する者
⑶　原則として、一人で通学することができ、卒業後、就労による社会自立を目指す者

■募集定員
　岡山瀬戸高等支援学校　　４０名　　　倉敷まきび支援学校（本科普通科職業コース）　１６名
　倉敷琴浦高等支援学校　　２４名　　　誕生寺支援学校　　（本科普通科職業コース）　　８名

※１　入学願書等は、出願前教育相談の後、志願校から志願者に配付します。
※２　インフルエンザの罹患等やむを得ない理由で検査当日に欠席した者については、追検査を12月18日㈮に実施します。

◇入学者選抜の流れ
内　　容 期　　日 場　　　所 お問い合わせ

出願前教育相談
実施期間
10月19日㈪～
10月23日㈮

志願校

岡山瀬戸高等支援学校
倉敷琴浦高等支援学校
倉敷まきび支援学校

誕生寺支援学校

岡山瀬戸高等支援学校
〒709-0854　岡山市東区瀬戸町江尻1326
TEL:086-952-5633

入学願書受付 11月11日㈬～
11月13日㈮※1

倉敷琴浦高等支援学校
〒711-0903　倉敷市児島田の口1-1-16
TEL:086-477-9301

入学者選抜に係る
学力検査、作業能
力検査等

12月４日㈮※2
倉敷まきび支援学校
〒710-1301　倉敷市真備町箭田4682-1
TEL:086-697-1233

合格者の発表 12月22日㈫
誕生寺支援学校（弓削校地）
〒709-3612　久米郡久米南町上弓削1657-1
TEL:086-728-2828

Aバッジも配付中

YouTube動画「新体力クエスト」を配信中

①体力アップ・
　　　マイベストチャレンジ！

③みんなで
　　　チャレンジランキング

②いきいき岡山っ子☆
　　　　　　　運動習慣カード

２種目の合計得点が３点以上で表彰！
目標達成でバッジ配付

ビンゴで楽しく運動習慣化！
目標達成でバッジ配付

クラスやチームで記録に挑戦！
 上位６チームを表彰
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■県教委だより32

1 ■標点
「対話型鑑賞」の可能性

県教育庁教育次長　藤原 いずみ

■随想　浅口市立鴨方西小学校 　植田 浩康／井原市立青野小学校　大塚 理恵／赤磐市教育委員会　大坂 敬介21

■中高生なんでもトーク○291 倉敷市立連島南中学校　宮田 彩衣／創志学園高等学校　白金 里桜23

■教育新着図書紹介　県立図書館31

■登録博物館紹介　井原市立平櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛30

■子どもの声・保護者の声・地域の声
テーマ：「放課後・学校卒業後の読書」

16

■グラビア
岡山県「ぱっちり！モグモグ」生活リズム向上優良活動表彰
「親育ち応援学習プログラム」でつながりづくりを！

17

■写真コーナー
写真だより

18

■私の工夫
ICTツール及びAI音声入力を活用した１年国語科における紹介文指導の工夫
岡山市立平井小学校　戸川 有紀

居心地のよいクラスにするために～生徒との人間関係の築き方～
倉敷市教育委員会学事課　星尾 大樹

トライ＆エラーで思いを実現！～知的障害特別支援学校で取り組むプログラミング教育～
県立邑久高等学校　谷藤 隆行

24

◆創作の広場 総社市立秦小学校／津山市立津山東中学校

【説明】第２期読書バリアフリー計画～すべての人に読書の喜びを～　県教育庁生涯学習課6

【事例紹介①】岡山県立図書館の障害者サービス　岡山県立図書館10

【事例紹介②】津山市立図書館の障害者サービス　津山市立図書館12

【事例紹介③】岡山県視覚障害者センターにおける読書バリアフリーの取組紹介
岡山県子ども・福祉部障害福祉課／岡山県視覚障害者センター

【事例紹介④】障害者IT機器展示体験コーナーの取組　障害者ITサポートセンターおかやま

14

【事例紹介⑤】一人一人の見え方と心に寄り添ったサービスを…　金光図書館15

【巻頭論文】誰もが読書に親しめる環境づくりを目指して～読書バリアフリーの理論と実践～
青山学院大学　教授　野口 武悟

2

特集

読書バリアフリーについて
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「思いをかたちに」
総社市立秦小学校
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　県内の民俗芸能団体が、それぞれの地域に伝わる民俗芸能の実演発表を行います。
　わかりやすい解説とともに、伝統を受け継ぎ、後世に伝える団体の熱演を観て、岡山県の民
俗芸能に対する理解と関心を深めてみませんか。

令和８年１１月２２日（日）１３時～（開場１２時３０分）

美作文化センター（美作市湯郷８２６－４）

田中英機氏（くらしき作陽大学客員教授）

市 町 村 等 出 演 芸 能 出 演 団 体

美 作 市 上山神社獅子舞 上山神社獅子舞保存会

鏡 野 町 布施神社のお田植祭 布施神社行事実行委員会

備 前 市 神根神社獅子舞 神根神社獅子舞保存会

高 梁 市 備中神楽 川上町子供神楽育成会

無料

県教育庁文化財課（０８６－２２６－７６０１）

備中神楽

神根神社獅子舞

布施神社のお田植祭

上山神社獅子舞
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岡山県 教 育 委 員 会

みんなで学んでかがやく未来
「おかやま教育の日」（11月1日）標語

対面朗読サービスの様子（岡山県立図書館）
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